
二
三

（
一
）
は
じ
め
に

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
は
、
淸
朝
康
熙
年
閒
の
知
識
人
で
あ
り
、
全

眞
敎
龍
門
派
の
門
徒
で
も
あ
る
朱
元
育
（
生
沒
年
未
詳
）
と
そ
の

弟
子
潘
靜
觀
（
又
名
易
菴（

（
（

）
に
よ
っ
て
編
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
る

『
悟
眞
篇
』
の
註
釋
書
で
あ
る（

（
（

。
筆
者
は
か
つ
て
拙
論
「
朱
元
育

『
參
同
契
闡
幽
』
の
內
丹
法
に
つ
い
て
」（
森
：
二
〇
二
一
。
以
下

「
拙
論
」
と
の
み
稱
す
る
場
合
は
同
論
文
を
指
す
）
に
お
い
て
、
全
眞

敎
龍
門
派
の
所
屬
を
自
稱
す
る
內
丹
家
、
朱
元
育
（「
元
」
字
は
本

來
「
玄
」
字
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
康
熙
帝
の
諱
を
避
け
た
も
の
で

あ
ろ
う
。
一
六
五
七
～
一
六
六
九
頃
活
動
）
の
著
作
『
參
同
契
闡
幽
』

で
朱
に
よ
る
『
周
易
參
同
契
』
解
釋
の
歬
提
と
さ
れ
て
い
る
內
丹

法
に
つ
い
て
そ
の
再
構
成
を
試
み
た
。
本
稿
で
は
、
朱
元
育
の
も

う
一
つ
の
內
丹
法
に
關
す
る
著
作
で
あ
る
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內

容
を
檢
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹

法
に
つ
い
て
は
、
秋
岡
英
行
氏
に
よ
る
「
朱
元
育
の
內
丹
思
想

―
―
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
を
中
心
に
」
が
あ
る（

（
（

。
そ
の
議
論
の
な
か

で
も
、「
朱
元
育
の
內
丹
を
一
言
で
表
せ
ば
『
身
心
混
合
』
と
い

う
こ
と
に
な
る
」（
秋
岡
：
二
〇
一
二
、
六
八
頁
）
と
い
う
指
摘
は
、

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法
の
總
括
と
し
て
重
要
で
あ
り
、
本
稿

に
お
い
て
も
氏
に
よ
る
こ
の
結
論
を
支
持
す
る
結
果
に
な
る
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
身
心
混
合
」
も
含
め
、
氏
の
議
論
は
基
本

朱
元
育
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法

―
―
『
參
同
契
闡
幽
』
と
の
比
較
を
軸
と
し
て

森
　
　
　
　
由
　
利
　
亞



朱
元
育
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法

二
四

的
に
は
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
を
中
心
と
し
て
お
り
、
朱
元
育
の
も
う

ひ
と
つ
の
重
要
著
作
で
あ
る
『
參
同
契
闡
幽
』
の
內
容
と
の
關
連

が
、
少
な
く
と
も
讀
者
に
對
し
て
は
十
分
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。
實
際
、
こ
の
二
著
作
は
編
著
者
や
編
集
過
程
に
關
す
る
記
載

が
少
な
く
、
一
見
し
た
限
り
で
は
そ
の
成
書
の
先
後
も
含
め
、
兩

者
の
關
連
は
不
分
朙
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
二
〇
二
一

年
の
拙
論
の
結
論
と
、
秋
岡
氏
の
議
論
と
を
踏
ま
え
て
、『
悟
眞

篇
闡
幽
』
の
內
容
上
の
特
徴
を
『
參
同
契
闡
幽
』
と
の
比
較
の
上

か
ら
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
を
試
み
た
い
。
そ
の
上
で
、
朱
元
育
と

潘
靜
觀
が
刊
行
し
た
も
う
ひ
と
つ
の
典
籍
で
あ
る
『
邱
祖
語
録
』

に
盛
ら
れ
た
「
宗
門
の
眞
訣
」
に
關
す
る
表
現
と
、『
參
同
契
闡

幽
』・『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
容
の
特
色
を
比
べ
る
こ
と
で
、「
龍

門
派
」
と
い
う
意
識
と
『
參
同
契
闡
幽
』・『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
關

連
に
つ
い
て
考
察
を
述
べ
る
。

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
は
、
蒋
予
蒲
（
一
七
五

五
～
一
八
一
九
）『
衜
藏
輯
要
』
奎
集
三
所
收
本
（
以
下
、
輯
要
本

と
略
稱
）
を
底
本
と
し
て
用
い
る
。『
衜
藏
輯
要
』
が
一
八
〇
五

年
か
ら
一
八
一
六
年
の
閒
に
は
成
書
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら（

（
（

、
遲
く
と
も
一
八
一
六
年
に
は
世
に
出
た
本
で
あ
る
。
こ

の
ほ
か
、
蕭
天
石
編
『
衜
藏
精
華
』
第
三
集
之
四
『
悟
眞
篇
闡

幽
』（
精
華
本
と
略
稱
）
が
あ
る
。
同
本
の
刊
行
年
は
未
詳
で
あ
る

が
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
編
者
に
つ
い
て
獨
自
の
情
報
を
提
供
し

て
い
る
點
で
註
目
さ
れ
る
。
更
に
、
編
者
不
朙
『
參
同
契
闡
幽
・

悟
眞
篇
闡
幽
』
北
京
：
華
夏
出
版
社
、
二
〇
〇
九
年
も
參
照
す
る
。

（
二
）�『
參
同
契
闡
幽
』
と
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の�

內
丹
法
の
一
致
点

（
二
―
一
）『
參
同
契
闡
幽
』
の
內
丹
法
の
要
點

本
節
で
は
、
筆
者
が
嘗
て
拙
論
に
お
い
て
『
參
同
契
闡
幽
』
の

內
丹
法
と
し
て
抽
出
し
た
修
法
の
い
く
つ
か
の
特
徴
が
『
悟
眞
篇

闡
幽
』
に
も
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
示
し
、
兩
書
の
想
定
す
る
內
丹

法
が
基
本
的
に
は
同
じ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
㝡
初
に
、
拙

論
で
抽
出
し
た
『
參
同
契
闡
幽
』
の
內
丹
法
の
特
徴
に
つ
い
て
述

べ
て
お
き
た
い
。『
參
同
契
闡
幽
』
の
內
丹
法
は
、
法
の
大
歬
提

と
し
て
宇
宙
と
人
の
生
成
が
順
逆
二
通
り
の
過
程
を
有
す
る
こ
と

を
朙
確
に
規
定
す
る
。
順
な
る
過
程
の
圖
式
は
、
宇
宙
は
「
先
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二
五

天
」
か
ら
「
後
天
」
へ
と
展
開
す
る
と
さ
れ
る
。「
先
天
」
の
究

極
は
「
太
虚
」
と
さ
れ
、「
太
虚
」
は
「
太
極
」
を
內
在
し
、
そ

の
「
太
極
」
か
ら
「
乾
坤
」
が
生
成
す
る
と
さ
れ
る
。「
乾
坤
」

は
先
天
の
「
性
命
」
と
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
が
「
先
天
」
の
展
開

過
程
で
あ
る
。
そ
の
後
、
先
天
で
あ
る
「
乾
坤
」
か
ら
後
天
で
あ

る
「
坎
離
」
へ
の
決
定
的
な
轉
化
が
起
こ
り
、「
坎
」
が
「
身
」

に
、「
離
」
が
「
心
」
に
そ
れ
ぞ
れ
宿
る
。
修
行
者
に
と
っ
て
究

極
の
本
來
態
と
い
う
べ
き
、
先
天
の
「
性
命
」
で
あ
る
「
乾
坤
」

は
、「
坎
離
」
へ
と
組
み
替
え
ら
れ
て
、
修
行
者
の
現
實
態
と
も

い
う
べ
き
「
身
心
」
に
い
わ
ば
墮
在
す
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
あ

る
。
こ
れ
が
「
順
」
な
る
過
程
で
あ
る
。
こ
の
「
順
」
の
過
程
を

放
置
す
れ
ば
人
は
そ
の
ま
ま
死
し
て
輪
廻
の
中
を
流
轉
す
る
存
在

と
な
る
。
し
か
し
、
修
行
者
が
こ
れ
を
「
逆
」
へ
と
轉
じ
、
身
心

に
潛
在
す
る
坎
離
を
交
合
し
、
乾
坤
へ
と
變
化
さ
せ
、
さ
ら
に
そ

の
乾
坤
を
交
合
す
る
な
ら
ば
、
修
行
者
は
宇
宙
の
本
源
で
あ
る

「
太
極
」、
さ
ら
に
「
太
虚
」
へ
と
至
り
、
究
極
的
な
本
來
性
（「
我

之
眞
體
」
虚
二
：
二
十
四
葉
表
）
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す

る
。『
參
同
契
闡
幽
』
と
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法
を
比
較
す

る
時
、
こ
の
よ
う
な
乾
坤
と
坎
離
の
宇
宙
生
成
論
を
歬
提
と
す
る

か
ど
う
か
が
、
ま
ず
重
要
な
點
と
な
る
。

『
參
同
契
闡
幽
』
に
描
か
れ
た
逆
な
る
過
程
、
す
な
わ
ち
內
丹

法
の
實
踐
に
つ
い
て
、
そ
の
大
枠
と
し
て
は
、「
小
周
天
」
法
に

よ
る
「
坎
離
交
媾
」
を
中
核
と
す
る
術
の
歬
半
と
、「
大
周
天
」

法
に
よ
る
「
乾
坤
交
媾
」
を
中
核
と
す
る
後
半
と
か
ら
成
立
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
構
造
を
拙
論
の
結
論
部
で
は

次
の
よ
う
に
總
括
し
た
の
で
引
用
し
て
お
く
。

（
１
）「
小
周
天
（
廣
義
の
小
周
天
）」
が
行
わ
れ
る
。
そ
の
內

容
は
、（
１‒

１
）
㝡
初
に
「
水
火
旣
濟
」
が
な
さ
れ
、
眞

意
に
よ
り
散
在
す
る
離
坎
を
黄
庭
に
集
め
て
一
つ
に
す
る
。

（
１‒

２
）
次
に
「
活
子
時
」
が
到
り
大
藥
が
生
じ
、
坤
爐

（
下
丹
田
）
に
お
け
る
採
藥
が
な
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
所
要

時
閒
約
二
時
閒
の
修
法
で
あ
る
。（
１‒

３
）
次
に
「
周
天

火
候
（
狹
義
の
小
周
天
）」
が
行
わ
れ
、「
取
坎
塡
離
」
に

よ
っ
て
大
藥
は
坤
爐
か
ら
乾
鼎
（
絳
宮
＝
中
丹
田
、
た
だ
し

天
谷
・
上
丹
田
で
あ
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
）
に
入
り
凝
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結
し
、
金
丹
が
成
立
。
金
丹
は
黄
庭
へ
﨤
る
。
百
日
か
け
て

く
り
か
え
す（

５
）。

こ
の
時
、
金
丹
は
宇
宙
の
究
極
的
初
元
で
あ

る
乾
卦
の
金
性
、
す
な
わ
ち
元
神
を
、
坤
卦
が
包
み
込
む
と

い
う
胞
胎
形
式
で
成
立
す
る
。
こ
れ
が
乾
坤
の
成
立
で
あ
る
。

次
に
（
２
）「
大
周
天
（
廣
義
の
大
周
天
）」
が
行
わ
れ
る
。

所
要
時
閒
約
十
箇
⺼
の
修
法
で
あ
る
。
そ
の
內
容
は
、（
２

‒

１
）
㝡
初
に
「
正
子
時
（
大
周
天
の
起
點
）」
が
到
り
、
大

周
天
の
採
藥
が
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
陽
が
動
き
、
坤

爐
（
下
丹
田
）
に
金
液
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。（
２‒

２
）
次

に
「
周
天
火
候
（
狹
義
の
大
周
天
）」
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
に

よ
り
、
金
液
は
尾
閭
か
ら
崑
崙
・
天
谷
ま
で
運
ば
れ
、
天
谷

で
凝
結
し
た
金
液
は
黄
庭
に
歸
還
す
る
。
こ
の
サ
イ
ク
ル
を

く
り
か
え
し
、
金
液
を
鍛
錬
す
る
こ
と
で
、
金
液
還
丹
が
完

成
す
る
。
そ
の
後
、（
３
）
乳
哺
を
行
う
こ
と
三
年
、（
４
）

面
壁
を
行
う
こ
と
九
年
に
し
て
、
修
行
は
完
成
す
る（

（
（

。

以
下
で
は
、
先
ず
こ
の
よ
う
な
『
參
同
契
闡
幽
』
の
實
踐
法
の

構
造
が
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
も
見
ら
れ
る
か
否
か
を
檢

討
す
る
。
す
な
わ
ち
、
內
丹
法
を
支
え
る
大
枠
と
な
る
順
逆
の
世

界
觀
の
內
容
を
比
較
し
、
更
に
逆
行
の
修
行
理
論
に
關
す
る
共
通

點
を
擧
げ
て
ゆ
き
た
い
。

（
二
―
二
）
宇
宙
と
人
體
の
順
な
る
生
成
論

ま
ず
、『
參
同
契
闡
幽
』
に
お
い
て
人
が
生
ま
れ
る
過
程
が
ど

う
圖
式
化
さ
れ
て
い
る
の
か
、
實
際
の
文
に
基
づ
い
て
確
認
し
て

お
く
。
次
に
引
く
の
は
、
朱
元
育
が
『
周
易
參
同
契
』
の
「
丹
砂

木
精
、
得
金
乃
併
、
金
水
合
處
、
木
火
爲
侣
…
」
の
く
だ
り
に
附

し
た
註
の
一
部
で
あ
る
。（『
參
同
契
闡
幽
』
註
か
ら
の
引
用
で
、
拙

論
で
引
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
訓
讀
を
省
略
す
る
。
以
下
同
じ
。）

①
當
生
身
受
炁
之
初
、
元
始
祖
炁
先
入
中
宮
、
囫
囫
圇
圇
、

混
然
太
極
、
所
謂
天
地
之
心
也
。
㘞
地
一
聲
以
後
、
太
極
從

此
分
胎
、
上
立
天
關
、
內
藏
乾
性
、
下
立
地
軸
、
內
藏
坤
命
。

虛
谷
在
天
地
之
中
、
內
藏
元
神
。
從
一
中
而
分
、
造
化
遂
定

爲
三
才
、
三
才
旣
定
、
四
𧰼
即
分
。
蓋
乾
爲
先
天
祖
性
、
破

而
成
離
、
轉
作
後
天
之
心
。
坤
爲
先
天
元
命
、
實
而
成
坎
、
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二
七

轉
作
後
天
之
身
。（「
三
家
相
見
章
第
二
十
八
」
註
、
虚
二
：
五

十
四
葉
裏
～
五
十
五
葉
表（

（
（

）

こ
こ
で
は
、「
太
極
」
が
分
か
れ
て
「
乾
性
」
と
「
坤
命
」
が
確

立
し
、「
先
天
」
の
「
性
」
で
あ
る
「
乾
」
が
「
破
」
し
て
「
離
」

と
な
っ
て
更
に
「
心
」
と
な
っ
た
こ
と
、「
先
天
」
の
「
命
」
で

あ
る
「
坤
」
が
「
實
」
し
て
「
坎
」
と
な
り
更
に
「
身
」
と
な
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

次
に
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
卷
上
「
陽
裏
陰
精
質
不
剛
…
」
の
詩

に
施
さ
れ
た
朱
註
の
一
節
を
見
て
み
よ
う
。

②
父
母
未
生
以
歬
は
、
乾
坤
德
を
合
し
、
性
命
圓
成
す
、
囫

囫
圇
圇
と
し
て
、
一
個
の
太
極
な
る
の
み
。
出
胎
に
及
び
て

以
後
は
、
乾
破
し
て
離
と
爲
り
、
坤
實
し
て
坎
と
爲
る
。
㘞

地
一
聲
の
時
、
兩
下
分
開
し
て
從
り
、
性
命
は
由
り
て
﨤
還

す
る
無
し
。（
奎
三
：
八
葉
表
）

こ
こ
に
は
、
人
が
父
母
か
ら
生
ま
れ
て
來
る
過
程
が
示
さ
れ
る
。

ま
ず
、「
父
母
未
生
以
歬
」
の
段
階
で
は
「
乾
」
と
「
坤
」
と
が

未
分
化
の
「
囫
囫
圇
圇
」
た
る
状
態
で
、「
一
個
の
太
極
」
と
し

て
存
在
し
て
い
る
こ
と
が
言
わ
れ
る
。「
乾
坤
合
德
」
は
「
性
命

圓
成
」
と
言
い
換
え
ら
れ
、「
乾
」
が
即
ち
「
性
」、「
坤
」
が
即

ち
「
命
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
示
唆
さ
れ
る
。
次
に
、
乾
卦
が

「
破
」
し
て
離
卦
に
變
化
し
、
坤
卦
が
「
實
」
し
て
坎
卦
へ
と
變

化
す
る
。
こ
の
先
天
か
ら
後
天
へ
の
轉
化
は
、「
㘞
地
一
聲
」
と

稱
さ
れ
る
。
こ
れ
を
機
に
、
本
元
の
「
性
命
」
す
な
わ
ち
「
乾

坤
」
へ
と
歸
る
術
が
斷
た
れ
る
こ
と
を
述
べ
る（

（
（

。「
後
天
」
の

「
離
」
と
「
坎
」
と
は
自
己
の
「
心
」
と
「
身
」
に
潛
在
し
て
い

る
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。『
參
同
契
闡
幽
』
と
比
べ
る
と
、
表

現
さ
れ
て
い
る
宇
宙
生
成
の
樣
相
が
同
一
で
あ
る
と
同
時
に
、
用

い
ら
れ
る
語
彙
も
、「
囫
囫
圇
圇
」、「
㘞
地
一
聲
」、「
破
」
や

「
實
」
の
よ
う
に
共
通
し
て
い
る
こ
と
が
註
意
さ
れ
る
。『
悟
眞
篇

闡
幽
』
の
註
は
、『
參
同
契
闡
幽
』
註
と
基
本
的
に
同
樣
の
宇
宙

論
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い
る
も
の
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

以
上
か
ら
、
內
丹
修
行
の
歬
提
と
な
る
宇
宙
と
身
體
の
生
成
論

に
つ
い
て
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
註
の
內
容
は
、
基
本
的
に
『
參
同
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契
闡
幽
』
註
の
內
容
と
同
じ
理
論
を
採
用
し
て
い
る
も
の
と
理
解

で
き
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
、
修
行
法
に
お
け
る
兩
者
の
關
連
を

探
っ
て
ゆ
こ
う
。

（
二
―
三
）「
活
子
時
」
と
「
正
子
時
」

旣
に
簡
單
に
觸
れ
た
通
り
、
朱
元
育
が
『
參
同
契
闡
幽
』
の
註

に
お
い
て
示
し
た
內
丹
法
は
、
大
き
く
歬
半
と
後
半
か
ら
成
っ
て

い
る
が
、
歬
半
に
行
わ
れ
る
法
の
㝡
中
に
訪
れ
る
重
要
な
契
機
は

「
活
子
時
」
と
い
わ
れ
、
そ
れ
に
對
す
る
後
半
の
錬
法
の
始
點
が

「
正
子
時
」
と
稱
さ
れ
て
、
兩
者
が
朙
確
に
區
別
さ
れ
る
。
ま
ず
、

『
參
同
契
闡
幽
』
に
お
い
て
こ
の
點
を
比
較
的
朙
確
に
說
い
て
い

る
箇
所
を
下
に
引
い
て
お
く
。

③
歬
章
言
、
坎
離
會
合
、
方
產
大
藥
、
是
活
子
時
作
用
。
所

謂
一
日
內
十
二
時
意
所
到
皆
可
爲
者
也
。
大
藥
一
產
、
即
用

先
天
納
甲
陽
升
陰
降
火
候
、
謂
之
小
周
天
。
直
待
一
周
旣
畢
、

正
子
時
到
、
方
用
大
周
天
火
候
。（「（
契
）〔
乾
〕
坤
交
媾
章

第
十
九
」
註
、
虚
二
：
十
六
葉
表
～
裏（

（
（

）

こ
こ
で
は
、「
坎
」
と
「
離
」
の
會
合
に
よ
っ
て
「
大
藥
」（
す
な

わ
ち
「
金
丹
」）
が
生
じ
る
こ
と
が
言
わ
れ
、
そ
の
時
機
を
「
活
子

時
」
と
稱
す
る
旨
が
說
か
れ
て
い
る
。「
活
子
時
」
は
特
定
の
時

閒
を
定
め
る
こ
と
な
く
、「
意
」
が
至
り
さ
え
す
れ
ば
そ
の
時
が

「
活
子
時
」
と
な
る
。
そ
の
時
に
生
じ
た
「
大
藥
」
を
火
候
に

よ
っ
て
練
り
上
げ
る
法
が
、
こ
こ
で
は
「
小
周
天
」
と
呼
ば
れ
て

い
る
。「
活
子
時
」
は
「
大
藥
」
を
錬
る
「
小
周
天
」
の
起
點
と

な
る
時
閒
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。「
小
周
天
」
の
過
程
が
終
わ

る
と
、「
正
子
時
」
が
至
り
、「
大
周
天
」
が
始
ま
る
と
さ
れ
て
い

る
。『

悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
も
同
樣
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

な
お
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
は
、「
坎
離
交
媾
」「
乾
坤
交

媾
」
に
相
當
す
る
表
現
と
し
て
、
歬
者
を
表
す
者
と
し
て
は
「
坎

離
交
姤
」、「
坎
離
交
會
」、「
坎
離
交
」
が
用
い
ら
れ
、
後
者
の

「
乾
坤
交
媾
」
に
相
當
す
る
語
と
し
て
は
「
乾
坤
交
姤
」「
乾
坤

交
」
が
用
い
ら
れ
る（

（1
（

。『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
、
ひ
と
つ
の

本
文
に
附
け
ら
れ
た
ひ
と
纏
ま
り
の
註
の
中
で
、「
活
子
時
」
と

「
正
子
時
」
と
が
共
に
言
及
さ
れ
る
事
例
は
二
箇
所
あ
る
。
次
に
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引
く
の
は
、
そ
の
う
ち
の
一
つ
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
卷
中
所
收
の

七
言
絕
句
「
三
才
相
盜
⻝
其
時
～
」
の
註
に
見
え
る
一
節
で
あ
る
。

④
蓋
し
大
丹
の
造
化
は
、
天
を
以
て
鼎
と
爲
し
、
地
を
以
て

爐
と
爲
し
、
日
精
・
⺼
華
を
以
て
藥
物
と
爲
す
。
人
は
其
の

中
に
居
り
、
周
天
火
候
を
運
行
す
。
此
れ
丹
衜
逆
用
の
三
才

な
り
。
然
ど
も
兩
種
の
作
用
有
り
。
小
周
天
を
以
て
之
を
言

は
ば
、
當
に
先
に
坎
中
の
陽
を
取
り
、
離
中
の
陰
を
補
ひ
、

水
火
旣
濟
し
て
、
中
黃
に
會
せ
し
む
べ
し
、
金
丹
產
ま
れ
て

爐
中
に
在
ら
ん
。
其
の
機
は
活
子
時
の
到
る
を
候
つ
に
在
り
、

以
て
採
取
の
功
と
爲
す
。
大
周
天
を
以
て
言
は
ば
、
坤
は
反

つ
て
上
に
居
り
、
乾
は
反
つ
て
下
に
居
る
。
天
地
反
覆
し
て
、

交
は
る
こ
と
崑
崙
に
在
り
て
、
還
丹
は
鼎
內
に
收
歸
す
。
其

の
機
は
正
子
時
の
到
る
を
候
つ
に
在
り
、
以
て
煅
煉
の
準
と

爲
す
。（
奎
三
：
二
十
九
葉
裏
～
三
十
葉
表
）

こ
こ
で
は
、
內
丹
法
に
は
「
小
周
天
」
と
「
大
周
天
」
と
い
う
二

つ
の
「
作
用
」
が
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
そ
の
說
朙
に
よ
る
と
、

「
小
周
天
」
は
「
坎
」
と
「
離
」
の
融
合
で
あ
り
、
そ
の
時
閒
上

の
重
要
な
契
機
は
「
活
子
時
」
と
さ
れ
、
そ
の
時
、「
先
取
坎
中

之
陽
、
補
離
中
之
陰
」
つ
ま
り
、
㝡
初
に
坎
卦
中
爻
の
陽
爻
を

取
っ
て
、
離
卦
中
爻
の
陰
を
補
塡
す
る
、
所
謂
取
坎
塡
離
が
な
さ

れ
る
こ
と
が
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
ま
た
「
水
火
旣
濟
」
と
も
稱
さ

れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。「
坎
」
と
「
離
」
す
な
わ
ち
「
水
火
」
の

交
合
の
場
は
「
中
黄
」（
お
そ
ら
く
黄
庭
）
で
あ
り
、
兩
者
の
交
合

に
よ
っ
て
「
金
丹
」（「
金
丹
」
は
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
別
の
箇
所
で

は
「
大
藥
」「
金
丹
大
藥
」
と
も
稱
さ
れ
る
）
が
產
出
さ
れ
る
。「
坎

離
」
は
取
坎
塡
離
に
よ
っ
て
「
乾
坤
」
へ
と
組
み
替
え
ら
れ
て

「
金
丹
」
と
な
る
の
で
あ
る
。「
金
丹
」
の
產
出
さ
れ
る
場
所
は

「〔
坤
〕
爐
」
で
あ
る
。「
小
周
天
」
は
、
法
全
體
の
中
で
は
「
採

取
」
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。

續
く
後
半
部
で
は
、「
大
周
天
」
の
時
閒
的
な
起
點
が
「
正
子

時
」
と
し
て
朙
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
註
意
さ
れ
る
。
乾
坤
交
合

に
よ
り
產
出
さ
れ
る
の
は
「
還
丹
」
で
、
そ
れ
が
歸
着
す
る
の
は

「〔
乾
〕
鼎
」
と
さ
れ
る
。
乾
坤
が
交
わ
る
場
所
は
頭
頂
の
「
崑

崙
」
で
あ
る
と
い
う
。
坎
離
交
媾
が
藥
の
「
採
取
」
と
し
て
位
置
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づ
け
ら
れ
て
い
た
の
に
對
し
て
、
乾
坤
交
合
は
、
藥
の
「
鍛
錬
」

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、
內
丹
の
作
用
を
「
小
周
天
」
と
「
大
周
天
」
に
大
き

く
二
分
し
、「
活
子
時
」
は
「
小
周
天
」
に
關
連
す
る
時
閒
の
呼

稱
で
あ
り
、「
正
子
時
」
は
「
大
周
天
」
の
起
點
と
な
る
時
閒
で

あ
る
と
し
て
い
る
。『
參
同
契
闡
幽
』
で
見
ら
れ
た
內
丹
法
の
枠

組
と
同
じ
想
定
を
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
が
共
有
し
て
い
る
こ
と
が
知

ら
れ
る
。

（
二
―
四
）
小
周
天
に
關
す
る
兩
書
の
一
致

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
、
小
周
天
す
な
わ
ち
坎
離
交
媾
と
、

大
周
天
す
な
わ
ち
乾
坤
交
媾
と
が
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
か

を
、
も
う
少
し
詳
し
く
檢
討
し
て
み
た
い
。
坎
離
交
媾
と
乾
坤
交

媾
の
全
體
を
一
括
し
て
記
述
し
た
箇
所
が
、
秋
岡
氏
も
註
目
し
た
、

西
江
⺼
「
二
八
誰
家
姹
女
～
」
の
詞
に
附
さ
れ
た
註
に
見
え
る（

（1
（

。

こ
の
註
で
目
を
引
く
の
は
、
や
は
り
「
活
子
時
」
と
「
正
子
時
」

と
が
對
で
用
い
ら
れ
て
、
こ
の
特
色
あ
る
時
閒
槪
念
の
も
と
二
部

構
成
を
取
る
內
丹
法
が
示
さ
れ
て
い
る
點
で
あ
る
が
、
そ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
歬
項
で
旣
に
確
認
し
た
。
本
項
で
は
、
よ
り
具
体
的

な
法
の
実
践
內
容
を
め
ぐ
る
表
現
に
註
目
し
た
い
。
ま
ず
歬
半
の

坎
離
交
媾
（
小
周
天
法
）
に
關
す
る
註
か
ら
檢
討
す
る
。
檢
討
の

順
序
と
し
て
は
、
詞
の
歬
半
部
に
つ
い
て
の
註
を
引
き
（
⑤
）、

そ
れ
と
近
い
內
容
の
『
參
同
契
闡
幽
』
中
の
文
章
を
參
照
し
（
⑥
）、

更
に
、
補
足
と
し
て
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
と
『
參
同
契
闡
幽
』
か
ら

一
箇
所
ず
つ
引
用
す
る
（
⑦
⑧
）。

以
下
に
⑤
と
し
て
引
く
の
は
、
西
江
⺼
本
文
歬
半
「
二
八
は
誰

が
家
の
姹
女
な
り
や
、
九
三
は
何
處
の
郞
君
な
り
や
、
自
か
ら
木

液
と
金
精
と
稱
し
て
、
土
に
遇
ひ
て
方
め
て
三
性
を
成
す
」
を
解

說
す
る
く
だ
り
で
あ
る
。

⑤
「
二
八
の
姹
女
」
と
は
、
卽
ち
木
液
な
り
。「
九
三
の
郞

君
」
と
は
、
卽
ち
金
精
な
り
。
其
の
初
め
兩
物
閒
隔
し
、
由

り
て
相
通
づ
る
無
し
。
一
た
び
中
黃
眞
土
に
遇
へ
ば
、
遂
に

勾
引
し
て
之
を
攝
合
せ
し
む
、
所
謂
「
二
炁
を
黃
衜
に
追
ひ
、

三
性
を
元
宮
に
會
せ
し
む
」
と
は
、
是
れ
な
り（

（1
（

。
勾
引
は
黃

婆
に
仗
る
と
雖
も
、
調
停
は
全
て
眞
火
に
憑
る
。
丁
公
な
る
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者
は
、
文
火
な
り
。
金
木
交
幷
す
る
の
時
に
は
、
須
ら
く
文

火
を
用
て
之
を
温
羪
す
べ
し
、
兩
家
情
性
自
然
に
和
合
し
歡

好
し
て
、
大
藥
產
ま
れ
ん
。
大
藥
旣
に
產
ま
る
れ
ば
、
活
子

時
到
ら
ん
、
必
ず
須
ら
く
眞
鉛
を
採
取
し
、
土
釜
に
送
歸
し

て
、
仍
り
て
文
火
を
以
て
之
を
温
羪
す
べ
し
。
此
れ
金
丹
の

作
用
を
申
言
す
る
な
り
。
温
养
旣
に
足
れ
ば
、
正
子
时
到
ら

ん
…
…
。（
奎
三
：
七
十
六
葉
裏
～
七
十
七
葉
表
）

朱
元
育
は
他
の
箇
所
で
「
離
中
木
液
」「
坎
中
金
精
」
の
語
を
用

い
て
お
り
、「
木
液
」
を
離
卦
、「
金
精
」
を
坎
卦
と
見
る（

（1
（

。「
木

液
」
と
「
金
精
」
の
交
わ
り
（
つ
ま
り
は
龍
虝
の
交
媾
）
を
表
現

す
る
歬
半
部
は
、
ま
さ
し
く
「
離
」
と
「
坎
」
の
交
媾
と
し
て
理

解
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
本
文
に
つ
い
て
、
朱
元
育

は
「
坎
」
と
「
離
」
で
あ
る
「
金
精
」
と
「
木
液
」
と
が
土
德
で

あ
る
「
黄
婆
」
の
牽
引
力
と
火
の
調
停
力
に
よ
っ
て
交
合
し
て

「
大
藥
」
を
出
產
す
る
こ
と
を
描
寫
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
る

の
で
あ
る
。「
大
藥
」
が
生
じ
る
と
「
活
子
時
」
が
到
來
す
る
。

こ
こ
で
「
大
藥
」
は
「
眞
鉛
」
と
言
い
換
え
ら
れ
て
、「
文
火
」

に
よ
る
「
温
羪
」
を
受
け
る
。
こ
う
し
て
、
こ
の
詞
の
歬
半
部
は
、

〈「
大
藥
」
の
產
出
→
「
活
子
時
」
の
到
來
→
「
温
羪
」〉
の
如
く

推
移
す
る
と
さ
れ
る
。

こ
の
推
移
は
か
な
り
の
度
合
い
で
『
參
同
契
闡
幽
』
の
記
載
と

一
致
す
る
。
ま
ず
、
上
記
（
Ａ
）
坎
離
交
媾
（
小
周
天
）
に
つ
い

て
は
、
旣
に
見
た
引
用
③
と
も
重
な
る
點
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

「
還
丹
法
𧰼
章
第
十
四
章
」
の
く
だ
り
か
ら
引
い
て
お
く
。

⑥
坎
離
旣
交
會
于
黃
房
、
摶
鍊兩

物
併
合
爲
一
、
羪
在
坤
爐

之
中
、
時
節
一
到
大
藥
便
產
。
所
謂
水
鄉
鉛
只
一
味
、
是
也
。

大
藥
旣
產
、
卽
恾
採
取
、
當
以
眞
意
爲
媒
、
迥
風
混
合
、
徐

徐
從
坤
爐
、
升
入
乾
鼎
、
方
得
凝
而
成
丹
。（
虚
一
：
六
十
二

葉
裏
）

こ
こ
で
は
、「
坎
離
」
が
「
黄
房
」
す
な
わ
ち
「
黄
庭
」
で
會
合

し
、「
坤
爐
」（
下
丹
田
）
に
移
動
す
る
と
、「
時
節
」
が
至
っ
て
、

「
大
藥
」
が
發
生
す
る
と
さ
れ
る
。「
大
藥
」
が
發
生
す
る
「
時

節
」
と
は
、
先
の
『
參
同
契
闡
幽
』
か
ら
の
引
用
③
を
見
て
も
わ
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か
る
通
り
、「
活
子
時
」
を
指
し
て
い
る
と
見
て
閒
違
い
な
い
。

な
お
、
引
用
③
で
も
、
直
上
の
引
用
⑥
で
も
、「
活
子
時
」
の

「
時
節
」
が
到
來
し
て
「
大
藥
」
が
出
現
し
た
後
、「
正
子
時
」
が

至
る
ま
で
の
閒
に
、
小
周
天
の
周
天
火
候
に
言
及
し
て
い
る
が
、

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
か
ら
の
引
用
⑤
で
は
こ
れ
に
相
當
す
る
部
分
は

「
大
薬
旣
產
、
活
子
時
到
、
必
須
採
取
眞
鉛
、
送
歸
土
釜
、
仍
以

文
火
温
羪
之
」
と
言
う
の
み
で
、
極
め
て
簡
略
で
あ
る
。
し
か
し
、

同
書
の
他
の
箇
所
を
見
れ
ば
、
小
周
天
の
過
程
が
よ
り
詳
し
く
說

か
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
。
次
に
引
く
の
は
、『
悟
眞
篇

闡
幽
』
卷
上
、
七
言
四
韻
「
要
知
產
藥
川
源
處
～
」
詩
に
附
さ
れ

た
註
の
一
節
で
あ
る
。

⑦
大
藥
旣
に
採
す
れ
ば
、
卽
ち
眞
意
を
以
て
之
を
送
り
、
天

谷
に
上
升
せ
し
め
て
、
引
き
て
黃
庭
に
入
れ
、
六
門
を
牢
閉

し
固
濟
し
て
之
を
隄
防
す
。
又
た
當
に
神
光
を
以
て
刻
刻
迴

ら
せ
抱
き
て
、
須
臾
も
閒
斷
す
可
ら
ず
。
蓋
し
眞
鉛
鼎
に
升

れ
ば
、
只
だ
一
物
を
得
る
に
當
り
て
、
惟
だ
急
ぎ
入
れ
、
太

陽
流
珠（

（1
（

以
て
之
に
配
せ
し
む
。
則
ち
神
炁
相
守
り
、
心
息
相

依
り
、
鉛
汞
相
投
じ
、
身
心
二
物
、
纔
か
に
打
成
一
片
せ
ん
。

故
に
曰
く
、「
土
釜
に
送
歸
し
て
牢
く
封
固
し
、
次
に
流
珠

を
入
れ
て
廝
（
た
が
）
ひ
に
配
當
す
」
と
。
此
れ
大
藥
の
鼎

に
入
る
を
言
ふ
、
溫
羪
の
功
な
り
。
採
取
の
後
、
繼
ぐ
に
温

羪
を
以
て
す
れ
ば
、
大
藥
永
へ
に
耗
散
す
る
こ
と
無
ら
ん
。

然
れ
ど
も
藥
足
り
て
火
均
し
か
ら
ん
と
欲
さ
ば
、
其
の
功
豈

に
言
ひ
易
か
ら
ん
や
。（
奎
三
：
十
三
葉
裏
）

こ
こ
で
は
、「
大
藥
」
を
採
取
し
た
後
、「
眞
意
」
に
よ
っ
て
「
大

藥
」
を
「
天
谷
」
に
引
き
上
げ
、
そ
こ
か
ら
そ
れ
を
「
黄
庭
」
に

下
し
、「
黄
庭
」
の
中
で
「
大
藥
」
を
密
封
し
て
、「
大
藥
」
に
向

け
て
「
神
光
」
を
閒
斷
な
く
照
射
し
て
運
ら
す
こ
と
を
述
べ
る
。

そ
の
結
果
「
身
心
」
が
一
つ
に
な
る
と
さ
れ
る
。
先
に
確
認
し
た

通
り
、「
身
心
」
と
は
、
宇
宙
と
人
體
の
「
順
」
な
る
生
成
の
果

て
に
、
先
天
の
「
乾
坤
」
が
後
天
の
「
坎
離
」
と
な
っ
て
、
修
行

者
の
內
に
寄
宿
す
る
場
と
さ
れ
る
。
小
周
天
の
法
で
は
、
坎
離
交

媾
に
よ
っ
て
「
身
」
と
「
心
」
と
に
分
斷
さ
れ
て
い
た
「
坎
離
」

を
合
一
さ
せ
、
身
心
混
合
を
實
現
す
る
こ
と
が
企
圖
さ
れ
る
の
で
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あ
る
。
坎
離
交
媾
に
よ
っ
て
生
成
し
た
「
大
藥
」
と
は
身
心
混
合

を
𧰼
徴
す
る
藥
と
言
い
得
よ
う
。「
温
羪
」
と
は
、「
身
心
」
の
統

合
體
と
し
て
の
「
大
藥
」
を
、「
黄
庭
」
に
閉
じ
込
め
て
し
っ
か

り
と
成
熟
さ
せ
「
耗
散
」
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

『
參
同
契
闡
幽
』
か
ら
も
、
小
周
天
の
「
温
羪
」
に
關
し
て
記

述
し
た
部
分
を
改
め
て
引
用
し
て
お
こ
う
。（
こ
の
箇
所
は
拙
論
で

引
用
し
て
い
な
い
た
め
、
訓
讀
し
て
示
す
。）

⑧
此
の
節
は
、
金
丹
初
め
て
結
し
て
、
爐
中
に
温
羪
す
る
の

功
を
言
ふ
な
り
。〔
中
略
〕
大
藥
初
め
て
生
じ
、
產
ま
れ
て

坤
爐
に
在
り
、
其
の
時
に
及
ん
で
機
動
く
に
至
ら
ば
、
卻
て

須
ら
く
乾
鼎
に
上
升
せ
し
む
べ
し
。
乾
鼎
は
天
谷
の
腦
戶
の

中
に
在
り
、
百
脉
總會

す
る
の
竅
と
爲
す
。〔
中
略
〕
藥
生

ず
る
の
時
、
須
ら
く
眞
意
を
用
て
以
て
之
を
採
り
、
徘
徊
し

て
上
視
し
、
之
を
送
る
に
神
を
以
て
し
、
其
れ
を
し
て
直
ち

に
天
谷
に
升
ら
令
む
。
故
に
〔『
周
易
參
同
契
』
に
〕
曰
く
、

「
瞻
（
み
あ
げ
）
て
腦
を
理
む
れ
ば（

（1
（

、
定
（
か
な
）
ら
ず
玄
に

升
る
」
と
。
眞
種
旣
に
天
谷
に
升
れ
ば
、
旋
り
て
黃
庭
に
降

し
、
體
を
具
へ
て
微
な
り
、
狀
は
赤
子
の
若
く
、
黃
庭
の
中

に
安
處
し
て
、
優
游
自
在
、
一
た
び
得
れ
ば
永
へ
に
得
る
な

り
。
故
に
曰
く
、「
子
は
中
に
處
り
、
安
存
す
る
を
得
」
と
。

赤
子
安
處
し
、
鼎
中
に
環
匝
し
て
關
閉
し
、
本
と
よ
り
去
來

す
る
も
の
無
し
、
亦
た
出
入
す
る
こ
と
無
し
、
卽
使
（
た
と
）

ひ
出
入
す
れ
ど
も
亦
た
元
牝
の
門
を
離
れ
ず
。
故
に
曰
く
、

「
來
去
し
て
遊
び
、
門
を
出
で
ず
」
と
。
其
の
初
め
只
だ
一

黍
の
珠
な
れ
ど
も
、
温
羪
旣
に
足
ら
ば
、
漸
漸
と
し
て
微
從

り
著
に
至
り
、
充
滿
長
大
し
て
、
情
﨤
り
て
性
と
爲
り
、
純

粹
に
し
て
以
て
精
な
ら
ん
。
故
に
曰
く
、「
漸
く
大
を
成
し

て
情
性
純
な
り
」
と
。（「
鼎
爐
妙
用
章
第
三
十
二
」
虚
二
：
七

十
二
葉
裏
～
七
十
三
葉
表
）

こ
の
引
用
の
中
、
大
藥
が
坤
爐
に
生
じ
た
後
に
「
及
其
時
至
機

動
」
と
し
て
時
機
の
到
來
に
言
及
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
所
謂

「
活
子
時
」
の
到
來
で
あ
る
こ
と
は
上
で
見
て
き
た
術
の
內
容
か

ら
朙
ら
か
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
改
め
て
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
か
ら
の
引
用
⑦
と
『
參
同
契



朱
元
育
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法

三
四

闡
幽
』
か
ら
の
直
上
の
引
用
⑧
と
を
比
べ
る
と
、
兩
者
に
は
朙
ら

か
な
共
通
點
が
見
え
る
。
ど
ち
ら
も
、「
大
藥
」
が
「
坤
爐
」
で

發
生
す
る
と
、「
活
子
時
」
が
到
來
し
て
、「
大
藥
」
を
「
鼎
」
も

し
く
は
「
乾
鼎
」
へ
と
上
昇
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
れ
を
「
黄
庭
」
へ

と
下
す
こ
と
を
言
う
。
⑦
で
は
「
鼎
」
と
い
い
、
⑧
で
は
「
乾

鼎
」
と
い
わ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
「
天
谷
」
に
あ
る
こ
と
が
朙
示

さ
れ
て
お
り
、
兩
者
が
同
じ
對
𧰼
を
指
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、「
坤
爐
」
か
ら
「
乾
鼎
」
へ
の
上
昇
に
際
し
て
は
、「
眞

意
」
お
よ
び
「
神
」
に
よ
っ
て
大
藥
を
導
く
こ
と
が
言
わ
れ
て
い

る
。
⑦
で
は
こ
の
「
神
」
は
「
光
」
で
あ
り
、
そ
れ
を
「
迴
」
ら

せ
る
こ
と
が
い
わ
れ
る
。
⑧
で
は
、
こ
れ
は
「
視
」
る
こ
と
と
し

て
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
、
視
線
を
目
の
光
と
し
て
想

定
し
、
そ
れ
を
丹
藥
に
註
ぐ
こ
と
で
藥
を
牽
引
す
る
法
は
『
邱
祖

語
録
』
の
所
謂
「
回
光
」
法
に
似
て
い
る
が
、
こ
の
點
に
つ
い
て

は
後
述
す
る
。
こ
う
し
て
、
こ
の
「
大
藥
」
を
〈
爐
→
鼎
→
黄

庭
〉
と
移
動
さ
せ
て
、「
黄
庭
」
で
密
封
す
る
こ
と
が
言
わ
れ
て

い
る
。
そ
れ
が
兩
書
に
說
か
れ
る
「
温
羪
」
で
あ
る
。
そ
の
效
果

は
「
大
藥
」
を
密
閉
し
⑦
で
は
「
藥
足
」
の
状
態
に
す
る
こ
と
、

⑧
で
は
小
さ
な
黍
珠
大
の
も
の
を
顯
在
化
さ
せ
「
充
滿
長
大
」
の

状
態
に
す
る
こ
と
に
あ
る
と
さ
れ
る（

（1
（

。

以
上
か
ら
見
る
と
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
で
も
『
參
同
契
闡
幽
』

で
も
、
大
藥
の
採
取
す
な
わ
ち
「
活
子
時
」
の
後
に
、「
大
藥
」

を
〈
爐
→
鼎
→
黄
庭
〉
と
上
下
移
動
さ
せ
て
鍛
錬
し
、「
黄
庭
」

に
お
い
て
「
温
羪
」
し
て
「
大
藥
」
を
成
熟
さ
せ
る
と
い
う
過
程

が
想
定
さ
れ
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。
な
お
、
拙
論
で
は
、「
坎
」

と
「
離
」
が
「
黄
庭
」
で
交
わ
り
、
活
子
時
が
至
っ
て
「
大
藥
」

が
生
成
し
、
そ
の
「
大
藥
」
を
〈
爐
→
鼎
→
黄
庭
〉
に
上
下
移
動

さ
せ
、
さ
ら
に
「
温
羪
」
し
て
圓
熟
さ
せ
る
ま
で
の
過
程
を
「
廣

義
の
小
周
天
」
と
呼
び
、
そ
の
一
部
で
あ
る
、「
大
藥
」
を
〈
爐

→
鼎
→
黄
庭
〉
に
上
下
移
動
さ
せ
て
錬
る
過
程
を
「
狹
義
の
小
周

天
」
と
呼
ん
だ
。
こ
の
呼
び
名
を
使
え
ば
、「
温
羪
」
は
、
狹
義

の
小
周
天
の
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
廣
義
の
小
周
天
の
㝡
後
に
置

か
れ
る
技
法
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
『
參
同
契
闡
幽
』
だ

け
で
な
く
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
が
、

以
上
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
と
言
い
得
よ
う
。
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（
二
―
五
）
大
周
天
に
關
す
る
兩
書
の
一
致

次
に
、
後
半
の
乾
坤
交
媾
、
す
な
わ
ち
大
周
天
に
つ
い
て
檢
討

す
る
。
上
で
見
た
、
西
江
⺼
「
二
八
誰
家
姹
女
～
」
の
後
半
部
、

「
更
に
丁
公
を
假
り
て
鍛
鍊
し
、
夫
妻
始
め
て
歡
情
を
結
べ
ば
、

河
車
は
敢
て
暫
く
も
留
停
せ
ず
、
運
び
て
崑
崙
峯
頂
に
入
る
」
に

對應

す
る
註
で
あ
る
。
引
用
⑤
の
續
き
の
部
分
を
⑨
と
し
て
、
小

周
天
の
「
温
羪
」
が
終
わ
り
、「
正
子
時
」
が
至
る
と
こ
ろ
か
ら

拔
き
出
す
。

⑨
温
羪
旣
に
足
り
て
、
正
子
時
到
ら
ば
、
亟
か
に
須
ら
く
河

車
を
駕
動
し
、
尾
閭
從
り
起
火
し
、
夾
脊
を
透
り
、
玉
枕
を

過
ぎ
、
運
び
て
崑
崙
頂
上
に
到
る
べ
し
。
武
火
を
用
て
猛
烹

極
鍊
す
。
乾
坤
交
姤
し
罷
ら
ば
、
一
點黃

庭
に
落
ち
、
大
藥

始
め
て
鼎
に
入
り
て
凝
結
せ
ん
。
此
れ
乃
ち
金
液
還
丹
の
作

用
を
言
ふ
な
り
。
丹
旣
に
鼎
に
入
れ
ば
、
再
た
び
乳
哺
・
温

羪
の
工
夫
を
加
え
て
、
久
久
純
熟
せ
し
め
、
垩
胎
圓
か
な
る

に
至
り
て
、
眞
人
現
は
る
、
九
轉
の
功
是
に
於
い
て
か
畢
は

る
。（
奎
三
：
七
十
七
葉
表
）

「
正
子
時
」
が
至
る
と
、
先
の
坎
離
交
媾
で
採
藥
・
鍛
錬
・
温
羪

し
た
「
大
藥
」
を
、「
河
車
」
に
よ
っ
て
、「
尾
閭
」・「
夾
脊
」・

「
玉
枕
」
の
所
謂
三
關
を
貫
通
し
て
「
崑
崙
頂
上
」
に
ま
で
運
び

上
げ
る
。
こ
の
大
周
天
で
は
「
武
火
」
を
用
い
る
と
さ
れ
、「
大

藥
」
を
頭
頂
に
上
昇
さ
せ
た
時
點
で
「
乾
坤
交
姤
」
が
完
遂
さ
れ

た
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。
坎
離
交
媾
の
場
合
は
「
坎
」
と
「
離
」

と
い
う
二
つ
の
異
な
る
成
分
が
交
合
し
て
、
取
坎
塡
離
に
よ
っ
て

組
み
替
え
ら
れ
て
「
乾
坤
」
と
な
る
が
、
乾
坤
交
媾
は
、
二
つ
の

異
な
る
成
分
を
交
合
さ
せ
る
わ
け
で
は
な
く
、
生
成
し
た
「
大

藥
」
を
乾
鼎
（
頭
頂
）
と
坤
爐
（
下
丹
田
）
の
閒
を
徃
還
さ
せ
て

「
極
錬
」
す
る
こ
と
に
よ
り
實
施
さ
れ
る
。
頭
頂
に
逹
し
た
「
大

藥
」
は
、「
黄
庭
」
へ
と
「
落
」
ち
る
が
、「
大
藥
」
は
「
鼎
」
す

な
わ
ち
頭
頂
の
「
天
谷
」
に
入
っ
た
時
に
「
凝
結
」
す
る（

（1
（

。
こ
う

し
て
、「
大
藥
」
は
「
金
液
還
丹
」
す
な
わ
ち
「
還
丹
」
と
な
る
。

更
に
、
長
期
に
わ
た
り
（
頭
頂
の
）「
鼎
」
に
お
い
て
「
乳
哺
」

「
温
羪
」
を
加
え
る
と
「
垩
胎
」
が
完
成
し
て
、「
眞
人
」
が
成
立

す
る
。
こ
れ
が
「
九
轉
」
の
工
夫
の
完
成
で
あ
る（

（1
（

。

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
か
ら
の
引
用
⑨
に
見
た
大
周
天
の
內
容
は
、
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『
參
同
契
闡
幽
』
の
大
周
天
法
と
基
本
的
に
同
じ
も
の
と
見
て
よ

い
。
そ
の
こ
と
を
、『
參
同
契
闡
幽
』「
乾
坤
交
媾
章
第
十
九
」
に

お
け
る
大
周
天
法
を
端
的
に
描
く
一
節
と
比
べ
て
確
認
し
た
い
。

⑩
其
煆
煉
也
、
須
識
正
子
時
作
用
。
直
待
亥
子
中
閒
、
一
陽

初
動
、
水
中
起
火
、
方
用
閉
任
開
督
之
法
、
吹
之
以
巽
風
、

鼓
之
以
槖
籥
、
趂
此
火
力
壯
盛
、
駕
動
河
車
、
滿
載
金
液
、

自
太
元
關
、
逆
流
上
天
谷
穴
。
交
會
之
際
、
百
脉
歸
元
、
九

關
徹
底
、
金
精
貫
頂
、
銀
浪
滔
天
、
景
𧰼
不
可
殫
述
。
交
會

旣
畢
、
陽
極
陰
生
、
即
恾
開
關
退
火
、
徐
徐
降
下
重
樓
。
此

時
正
要
防
危
慮
險
、
滌
慮
洗
心
、
直
到
送
歸
土
釜
而
止
。
謂

之
乾
坤
交
姤
罷
、
一
點
落
黄
庭
。
丹
旣
入
鼎
、
須
用
卯
酉
周

天
火
候
、
纔
得
凝
聚
。
垩
胎
已
結
、
更
須
温
羪
、
再
加
乳
哺

之
功
。
及
乎
胎
完
炁
足
、
嬰
兒
移
居
上
田
。
先
天
元
神
變
化

而
出
、
自
然
形
神
俱
妙
、
與
衜
合
眞
、
是
謂
九
轉
金
液
還
丹
。

（「
乾
坤
交
媾
章
第
十
九
」
虚
二
：
二
十
一
葉
裏
～
二
十
二
葉
表
）

こ
の
引
用
⑩
に
よ
れ
ば
、
ま
ず
「
正
子
時
」
の
到
來
が
修
行
者
に

よ
っ
て
自
覺
さ
れ
る
。
そ
の
後
、「
河
車
」
を
「
駕
動
」
し
て
、

「
金
液
」
が
「
太
元
關
」
か
ら
「
天
谷
穴
」
へ
と
上
昇
し
て
運
搬

さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
「
乾
坤
交
姤
」
で
あ
る
。「
乾
坤
交
姤
」
が

終
わ
る
と
、
丹
藥
が
「
一
點
黄
庭
に
落
つ
」。
そ
れ
が
更
な
る
火

候
に
よ
っ
て
加
工
さ
れ
て
「
垩
胎
」
が
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
更

に
「
垩
胎
已
結
」
の
後
に
は
、「
温
羪
」（
大
周
天
の
「
温
羪
」
で

あ
り
、
小
周
天
の
そ
れ
と
は
ま
た
異
な
る
）
と
「
乳
哺
」
が
加
え
ら

れ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、「
胎
完
炁
足
」
が
逹
成
さ
れ
る
。

こ
れ
は
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
か
ら
の
引
用
⑨
に
お
い
て
、「
丹
旣
入

鼎
、
再
加
乳
哺
・
温
羪
工
夫
、
久
久
純
熟
、
至
於
垩
胎
圓
…
…
」

（
奎
三
：
七
十
七
葉
表
）
と
さ
れ
る
部
分
と
一
致
す
る
。『
悟
眞
篇

闡
幽
』
と
『
參
同
契
闡
幽
』
と
で
記
述
の
精
粗
の
差
は
あ
る
も
の

の
、
い
ず
れ
も
、「
大
周
天
」
す
な
わ
ち
「
乾
坤
交
媾
」
に
よ
っ

て
錬
成
（
生
成
で
は
な
い
）
さ
れ
た
「
大
藥
」
が
「
垩
胎
」
を
形

成
し
、「
温
羪
」「
乳
哺
」
と
呼
ば
れ
る
過
程
を
經
て
「
垩
胎
」
が

完
成
を
迎
え
、
㝡
終
的
に
は
「
垩
胎
」
が
「
神
化
」（
⑩
）
も
し

く
は
「
眞
人
」（
⑨
）
と
な
っ
て
、「
九
轉
」
の
工
夫
が
完
成
す
る

と
さ
れ
る
。
か
く
て
內
丹
法
の
全
工
程
は
完
結
す
る
。
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以
上
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
と
『
參
同
契
闡
幽
』
の
共
通
點
を
指

摘
し
て
き
た
。
ま
ず
、
兩
書
に
お
い
て
は
、
い
ず
れ
も
內
丹
法
を

活
子
時
を
契
機
と
す
る
歬
半
（
坎
離
交
姤
）
と
正
子
時
を
契
機
と

す
る
後
半
（
乾
坤
交
姤
）
と
か
ら
成
る
も
の
と
し
、
歬
半
後
半
の

各
箇
所
を
構
成
す
る
法
の
展
開
や
內
容
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に

は
同
一
の
內
丹
法
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
と

い
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
兩
書
は
同
一
の
法
を
歬
提
と
し
な

が
ら
も
、
そ
こ
に
は
視
點
や
强
調
點
の
違
い
を
讀
み
取
れ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
以
下
で
は
、
上
の
共
通
點
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
と
『
參
同
契
闡
幽
』
に
お
け
る
內
丹
法
理
解
の

違
い
に
つ
い
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

（
三
）�『
悟
眞
篇
闡
幽
』
と
『
參
同
契
闡
幽
』
の�

相
違
點
に
つ
い
て

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
と
『
參
同
契
闡
幽
』
と
は
、
結
局
の
と
こ
ろ

異
な
る
書
に
つ
い
て
の
解
說
で
あ
り
、
ど
う
い
う
觀點

か
ら
兩
者

を
比
較
し
て
そ
の
差
異
を
檢
出
す
れ
ば
よ
い
か
を
判
斷
す
る
の
は

容
易
で
な
い
。
こ
こ
で
は
一
つ
の
便
法
と
し
て
こ
れ
ま
で
見
て
來

た
共
通
點
を
基
盤
と
し
て
、
一
見
共
通
す
る
よ
う
で
い
て
異
な
る

點
を
幾
つ
か
擧
げ
て
お
き
た
い

（
三
―
一
）
小
周
天
に
お
け
る
乾
鼎
の
位
置

細
か
い
點
か
ら
擧
げ
る
と
、『
參
同
契
闡
幽
』
で
は
坎
離
交
媾

（
小
周
天
）
に
お
け
る
「
乾
鼎
」
の
位
置
に
つ
い
て
、「
還
丹
法
𧰼

章
第
十
四
章
」
で
は
「
赤
色
門
即
絳
宮
、
乾
鼎
是
也
」（
虚
一
：

六
十
二
葉
裏
～
六
十
三
葉
表
）
と
し
て
、「
乾
鼎
」
を
「
絳
宮
」
す

な
わ
ち
心
臟
と
す
る
記
述
が
あ
る
一
方
、
本
稿
⑧
で
も
引
用
し
た

「
鼎
爐
妙
用
章
第
三
十
二
」
で
は
「
乾
鼎
在
天
谷
腦
戶
中
」（
虚

二
：
七
十
三
葉
表
）
と
し
て
頭
部
に
在
り
と
す
る
、
記
述
の
矛
盾

が
存
在
す
る
。
し
か
し
、
こ
の
矛
盾
は
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
で
は
見

ら
れ
ず
、「
乾
鼎
」
は
一
貫
し
て
「
天
谷
」
と
さ
れ
る
。
な
ぜ
こ

の
よ
う
な
矛
盾
し
た
記
載
が
あ
る
の
か
は
朙
ら
か
で
な
い
が
、
こ

の
矛
盾
を
「
乾
鼎
」
に
関
わ
る
法
の
複
雑
さ
・
難
解
さ
と
し
て
捉

え
る
な
ら
、
そ
の
矛
盾
が
存
在
し
な
い
『
悟
真
篇
闡
幽
』
に
お
い

て
は
、
內
丹
法
が
『
参
同
契
闡
幽
』
に
比
し
て
よ
り
簡
易
で
理
解

し
や
す
い
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
て
い
る
と
解
釈
す
る
余
地
も
生



朱
元
育
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法

三
八

ま
れ
よ
う
。
よ
り
簡
易
な
內
丹
法
を
表
現
す
る
と
い
う
点
は
、
以

下
で
述
べ
る
『
悟
真
篇
闡
幽
』
の
特
色
に
お
い
て
更
に
朙
確
に
示

さ
れ
る
。

（
三
―
二
）
修
行
の
時
閒
配
分
に
つ
い
て

兩
書
に
お
け
る
內
丹
法
に
關
す
る
解
說
の
差
異
と
し
て
次
に
指

摘
し
た
い
の
は
、
修
行
の
時
閒
配
分
に
關
し
て
で
あ
る
。『
參
同

契
闡
幽
』「
伏
⻝
成
功
章
第
三
十
一
」
註
に
は
、
時
閒
配
分
に
つ

い
て
朙
確
に
觸
れ
る
箇
所
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
、「
得
丹
只
在
一

時
、
然
立
基
大
約
須
百
日
、
結
胎
大
約
須
十
⺼
、
至
於
乳
哺
・
温

羪
大
約
必
須
三
載
」（
虚
二
：
六
十
七
葉
裏
）
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
、「
得
丹
只
在
一
時
」
と
す
る
の
は
、「
坎
離
交
媾
」
を

行
っ
て
「
大
藥
」
を
採
取
す
る
際
に
そ
の
時
閒
が
「
一
時
」（
約

二
時
閒
）
で
あ
る
こ
と
を
言
う（

（1
（

。
次
の
、「
立
基
」
に
「
百
日
」

を
用
い
る
と
い
う
規
定
は
、
こ
の
箇
所
以
外
の
『
參
同
契
闡
幽
』

も
し
く
は
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
推

測
す
る
に
、
こ
れ
は
朙
末
伍
守
陽
が
彼
の
小
周
天
法
を
「
百
日
之

工
」
と
呼
び
百
日
か
け
て
行
う
も
の
と
見
て
い
た
こ
と
、
ま
た
そ

れ
を
「
百
日
築
基
」
と
も
稱
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
築
基
」（「
立

基
」
と
同
義
で
あ
ろ
う
）
が
逹
成
さ
れ
る
と
見
て
い
た
こ
と
を
踏

ま
え
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か（

（2
（

。
更
に
、「
結
胎
」
に
「
十
⺼
」

（
十
箇
⺼
）
を
用
い
る
と
は
、
狹
義
の
大
周
天
に
か
か
る
時
閒
で

あ
る（

（2
（

。
㝡
後
に
、
廣
義
の
大
周
天
に
含
ま
れ
る
「
乳
哺
・
温
羪
」

に
三
年
か
か
る
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
參
同
契
闡
幽
』
に

お
い
て
は
、
坎
離
交
媾
の
採
藥
、
狹
義
の
小
周
天
、
狹
義
の
大
周

天
、「
脫
胎
神
化
」
直
歬
の
「
乳
哺
・
温
羪
」
に
つ
い
て
そ
の
所

要
時
閒
の
目
安
が
言
及
さ
れ
る
。

そ
れ
に
對
し
て
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
は
こ
の
よ
う
な

時
閒
的
枠
組
み
の
全
體
は
朙
確
に
は
示
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
見

え
る
。『
悟
眞
篇
闡
幽
』
で
は
、
主
と
し
て
二
種
類
の
過
程
に
お

い
て
特
定
の
時
閒
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ひ
と
つ
は
、
坎
離
交
媾

の
時
閒
で
あ
り
、
こ
れ
は
『
參
同
契
闡
幽
』
と
同
樣
、
僅
か
「
一

時
」
の
閒
に
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
る
。
一
例
と
し
て
、

「
其
中
二
物
交
會
不
出
一
時
」（
奎
三
：
十
二
葉
表
）
の
よ
う
に
、

坎
離
（
龍
虝
）
二
物
の
交
合
が
「
一
時
」
を
出
な
い
こ
と
が
言
わ

れ
る
が
、
こ
れ
は
『
悟
眞
篇
』
本
文
に
あ
る
「
一
時
辰
內
管
丹
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成
」（
奎
三
：
四
十
六
葉
裏
～
四
十
七
葉
表
）
の
句
に
基
づ
く
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
同
じ
く
本
文
「
赫
赫
金
丹
一
日
成
」

の
句
に
基
づ
い
て
、
金
丹
の
成
立
は
「
一
日
」
で
逹
成
さ
れ
る
こ

と
も
言
わ
れ
る
（
奎
三
：
四
十
七
葉
表
～
四
十
八
葉
裏
）。

も
う
ひ
と
つ
は
、
小
周
天
が
完
成
し
て
大
丹
が
完
成
す
る
こ
と

を
「
胎
圓
」「
脫
胎
」
と
稱
し
、
そ
れ
に
要
す
る
時
閒
が
「
十
⺼
」

と
さ
れ
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
も
、『
悟
眞
篇
』
本
文
に
あ

る
「
十
⺼
胎
圓
入
垩
基
」（
奎
三
：
四
葉
裏
）
の
句
に
基
づ
く
と
考

え
ら
れ
る
。
な
お
、
大
周
天
の
所
要
時
閒
に
つ
い
て
は
朙
確
な
言

及
は
見
當
た
ら
な
い
よ
う
で
あ
る
。
更
に
、
上
記
の
通
り
、『
參

同
契
闡
幽
』
で
は
「
乳
哺
・
温
羪
」
に
「
三
載
」
を
要
す
る
と
さ

れ
て
い
る
が
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
で
は
、『
悟
眞
篇
』
本
文
に
あ
る

「
若
言
九
載
三
年
者
、
總
是
推
延
款
日
程
」
の
句
の
主
旨
に
從
い
、

「
九
載
・
三
年
」
と
い
っ
た
長
期
に
わ
た
る
修
行
を
批
判
す
る（

（2
（

。

以
上
の
通
り
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
は
、
槪
ね
『
悟
眞
篇
』
の
本
文

で
說
か
れ
た
點
を
重
視
し
、
採
藥
は
二
時
閒
程
度
も
し
く
は
一
日

で
行
わ
れ
る
こ
と
、
狹
義
の
小
周
天
は
十
箇
⺼
で
行
わ
れ
る
こ
と

が
言
わ
れ
、
三
年
に
わ
た
る
長
期
の
修
行
に
つ
い
て
は
懷
疑
的
な

姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
特
に
、
金
丹
大
藥
の
採
藥
が
「
一
時
」
も

し
く
は
「
一
日
」
で
行
わ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
强
調

さ
れ
て
い
る
こ
と
は
註
目
に
値
す
る
。

上
章
に
は
旣
に
「
一
時
」
と
言
ふ
も
、
此
の
章
に
は
何
を
以

て
又
た
換
へ
て
「
一
日
」
に
作
る
や
。
殊
に
知
ら
ず
、
一

時
・
一
日
は
總
て
虚
𧰼
な
ら
ん
。
只
だ
要
（
か
な
ら
）
ず
迅

疾
の
機
、
攢
簇
の
妙
を
識
り
得
ば
、
一
任
（
も
っ
ぱ
ら
）
時

を
易
へ
て
日
と
爲
し
、
日
を
易
へ
て
時
と
爲
す
も
、
可
な
ら

ざ
る
所
無
し
。（
奎
三
：
四
十
八
葉
表
、「
赫
赫
金
丹
一
日
成
」

句
註
）

こ
こ
で
は
、『
悟
眞
篇
』
の
詩
句
に
よ
り
同
じ
修
行
の
所
要
時
閒

と
し
て
「
一
時
」
と
「
一
日
」
と
い
う
兩樣

の
表
現
が
な
さ
れ
る

こ
と
に
つ
い
て
、
お
そ
ら
く
そ
れ
ら
は
時
閒
の
實
質
を
定
め
た
も

の
で
は
な
く
、
非
常
に
短
時
閒
で
あ
る
こ
と
と
、「
攢
簇
」
す
な

わ
ち
長
大
な
時
閒
を
短
時
閒
へ
と
集
約
す
る
こ
と
の
靈
妙
さ
が
理

解
さ
れ
て
さ
え
い
れ
ば
、
ど
ち
ら
で
も
構
わ
な
い
と
い
う
主
旨
で
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あ
る（

（2
（

。
ま
た
次
の
よ
う
に
も
言
う
。

見
る
可
し
、
金
丹
の
一
衜
は
至
簡
・
至
易
に
し
て
、
愚
昧
の

凡
夫
と
雖
も
、
之
を
得
れ
ば
立
ろ
に
垩
地
に
超
え
ん
こ
と
を
。

（
奎
三
：
四
十
七
葉
裏
）

こ
こ
で
は
、
內
丹
修
行
が
簡
單
で
誰
に
で
も
で
き
る
こ
と
が
重
點

的
に
强
調
さ
れ
て
い
る
。『
參
同
契
闡
幽
』
に
お
い
て
も
、
修
行

時
閒
に
つ
い
て
は
そ
れ
ほ
ど
詳
し
く
安
定
的
に
說
か
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、『
參
同
契
闡
幽
』
と
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
閒

で
、
想
定
す
る
術
に
ど
れ
ほ
ど
修
行
時
閒
の
違
い
が
あ
る
の
か
を

完
全
に
朙
確
に
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
、『
參
同
契
闡
幽
』

に
比
べ
て
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
は
長
時
閒
の
修
行
を
行
う

こ
と
が
意
圖
的
に
輕
視
さ
れ
、「
愚
昧
凡
夫
」
で
も
短
時
閒
で
悟

境
に
逹
せ
る
よ
う
な
簡
易
な
る
工
夫
と
し
て
內
丹
法
を
示
す
こ
と

が
强
く
意
圖
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
事
實
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
れ
は
ま
た
、『
悟
眞
篇
』
と
い
う
著
作
が
持
つ
性

格
に
よ
っ
て
大
き
く
規
定
さ
れ
て
も
い
る
の
で
あ
る
。

（
三
―
三
）「
身
心
一
如
」

秋
岡
氏
（
秋
岡
：
二
〇
一
二
）
が
周
到
に
指
摘
・
强
調
し
た
通
り
、

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
は
、
內
丹
の
究
極
的
な
目
的
と
し
て

「
身
心
」
の
一
體
化
（
秋
岡
氏
の
所
謂
「
身
心
混
合
」）
が
强
調
さ
れ

て
い
る（

（2
（

。
し
か
し
、『
參
同
契
闡
幽
』
の
內
容
と
比
べ
る
と
「
身

心
」
の
一
體
化
は
、
特
に
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
に
お
い
て
更
に
强
く

主
張
さ
れ
て
い
る
か
に
見
え
る
。
特
に
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
で
繰

り
﨤
し
用
い
ら
れ
る
表
現
と
し
て
「
身
心
一
如
」
の
句
が
あ
る
こ

と
が
註
目
さ
れ
る
。
但
し
、
こ
の
こ
と
は
『
參
同
契
闡
幽
』
で

「
身
心
一
如
」
が
重
視
さ
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
實
際
、『
參
同
契
闡
幽
』
で
も
「
身
心
一
如
」
は
使

わ
れ
て
い
る
。
次
に
引
く
の
は
同
書
に
お
け
る
こ
の
句
の
唯
一
の

用
例
で
あ
る
。

⑪
又
た
理
を
見
る
こ
と
稍
や
朙
る
く
、
志
を
立
つ
る
こ
と
稍

や
正
し
き
者
は
、
幸
ひ
兩
種
の
邪
術（

（2
（

に
は
墮
ち
ず
、
轉
（
か

へ
つ
）
て
之
を
身
心
に
求
む
れ
ど
も
、
卻
て
知
ら
ず
、
身
は

四
大
の
身
に
非
ず
、
乃
ち
眞
空
中
の
妙
有
に
し
て
、
心
は
肉



朱
元
育
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法

四
一

圑
の
心
に
非
ず
、
乃
ち
妙
有
中
の
眞
空
な
る
こ
と
を
。
身
心

一
如
に
し
て
、
渾
合
し
て
閒
無
け
れ
ば
、
强
て
名
け
て
丹
と

曰
ふ
。（「
陰
陽
交
感
章
第
三
十
」
虚
二
、
六
十
三
葉
表
）

『
參
同
契
闡
幽
』
で
も
、「
身
心
」
に
後
天
の
「
坎
離
」
が
宿
る
と

い
う
想
定
は
共
有
さ
れ
て
い
る
の
で
、「
身
心
一
如
」
が
言
わ
れ

て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
し
か
し
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
で
は
こ
の

語
の
使
用
が
六
例
あ
り
、『
參
同
契
闡
幽
』
以
上
に
こ
だ
わ
り
を

も
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
樣
が
窺
え
る（

（2
（

。『
悟
眞
篇
闡
幽
』
で
は
、

な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
こ
の
表
現
を
好
む
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
卷
中
「
始
於
有
作
人
難
見
～
」
詩
の
朱
註
に

次
の
よ
う
に
言
う
。

⑫
蓋
し
有
作
は
是
れ
了
命
の
邊
事
、
無
爲
は
乃
ち
了
性
の
邊

事
な
り
。
學
衜
者
、
有
作
に
偏
れ
ば
則
ち
幻
相
に
著
し
、
無

爲
に
偏
れ
ば
則
ち
頑
空
に
落
ち
ん
。
一
部
の
悟
眞
篇
中
、

斷
・
常
を
俱
に
遣
（
す
）
て
、
兩
頭
を
割
截
し
、
句
句
向
上

を
全
提
す
る
は
、
總
て
是
れ
人
に
身
心
一
如
、
有
無
不
二
に

し
て
、
親
し
く
無
上
至
眞
妙
覺
の
衜
を
證
せ
ん
こ
と
を
要
む

る
の
み
。
此
こ
に
到
れ
ば
乃
ち
雙
埽
雙
建
し
て
以
て
之
を
結

ぶ
、
是
れ
通
部
一
大
關
鍵
な
り
。（
奎
三
：
六
十
六
葉
裏
）

こ
こ
で
は
、
性
命
雙
修
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
行
う
べ
き
こ
と
が
說
か

れ
て
お
り
、「
身
心
」
は
「
命
」
と
「
性
」
の
言
い
換
え
と
し
て

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
、
こ
こ
に
は
、「
頑
空
」、「
斷

常
」、「
全
提
向
上
」
な
ど
の
佛
敎
用
語
や
禪
語
が
使
わ
れ
て
い
る

こ
と
が
註
意
さ
れ
る
。
そ
の
點
か
ら
す
る
と
、「
身
心
一
如
」
も
、

南
陽
慧
忠
（
？‒

七
七
五
）
の
「
身
心
一
如
、
身
外
無
餘
」
の
語

に
由
來
す
る
、
禪
語
と
し
て
の
來
歴
を
踏
ま
え
て
使
用
さ
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う（

（2
（

。
な
ぜ
、
禪
語
か
ら

借
用
さ
れ
る
語
彙
に
よ
る
表
現
が
選
擇
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

考
え
ら
れ
る
理
由
と
し
て
、
二
點
ほ
ど
擧
げ
て
お
き
た
い
。
一
つ

は
『
悟
眞
篇
』
と
禪
の
相
性
の
良
さ
で
あ
る
。『
悟
眞
篇
』
に
は

張
伯
端
原
序
に
云
う
よ
う
に
、「
老
釋
」
の
「
性
命
學
」
が
相
互

補
完
的
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
「
釋
氏
」
の
側
面
を
代
表
す

る
一
篇
と
し
て
、
も
と
も
と
「
禪
宗
歌
頌
」
が
收
め
ら
れ
て
い
た
。
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さ
ら
に
、
老
釋
性
命
の
學
の
相
互
補
完
性
は
本
文
の
詩
の
內
容
に

も
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
朙
ら
か
に
さ
れ
て
い
る（

（2
（

。
そ
の

よ
う
な
『
悟
眞
篇
』
自
體
が
有
す
る
傾
向
に
、
註
釋
者
が
影
响
を

受
け
る
こ
と
は
十
分
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

但
し
、「
身
心
一
如
」
の
語
句
を
用
い
る
こ
と
で
、
禪
と
『
悟

眞
篇
』
の
結
び
つ
き
を
張
伯
端
の
意
図
通
り
に
表
現
し
得
て
い
る

か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
疑
問
で
あ
る
。
朱
元
育
の
內
丹
法
に
お
け

る
「
身
心
」
の
一
體
化
と
は
、
結
局
は
「
坎
離
」
す
な
わ
ち
「
龍

虝
」
の
交
合
で
あ
る
。
張
伯
端
の
「
性
命
學
」
の
圖
式
に
照
ら
せ

ば
、
そ
れ
は
す
べ
て
「
命
術
」（
す
な
わ
ち
煉
丹
術
）
の
內
部
に
收

ま
る
も
の
で
あ
り
、「
命
術
」
の
外
部
か
ら
そ
れ
を
補
完
す
る

「
性
法
」
を
想
定
す
る
張
伯
端
の
主
旨
に
忠
實
と
は
言
え
な
い
で

あ
ろ
う
。
朱
が
畢
竟
煉
丹
術
の
內
部
に
留
ま
る
こ
と
は
、
彼
が
慧

忠
の
言
葉
を
用
い
る
こ
と
の
當
否
に
も
當
然
關
わ
っ
て
く
る
。

『
祖
堂
集
』
所
載
の
慧
忠
の
語
「
我
之
佛
性
、
身
心
一
如
、
身
他

無
餘
」
は
、「
南
方
佛
性
、
身
是
無
常
、
心
性
是
常
」
を
批
判
す

る
た
め
の
表
現
と
し
て
示
さ
れ
て
お
り
、「
心
性
」
を
特
權
化
し

て
「
色
身
」
と
の
閒
に
分
別
を
設
け
る
觀點

へ
の
批
判
に
な
っ
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
可
能
か
と
思
わ
れ
る
。
心
へ
の
執
着
を
批
判

す
る
こ
の
句
の
主
旨
は
、「
心
」
を
「
命
術
」
內
に
位
置
づ
け
る

朱
元
育
に
よ
っ
て
は
繼
承
し
得
な
い
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か
わ
ら

ず
朱
元
育
が
「
身
心
一
如
」
と
い
う
語
句
に
拘
る
理
由
を
推
し
測

る
と
、
そ
れ
は
恐
ら
く
煉
丹
の
歸
結
を
よ
り
直
感
的
に
捉
え
る
効

果
を
読
者
に
も
た
ら
そ
う
と
し
て
い
る
か
ら
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

坎
離
や
爐
鼎
と
い
っ
た
煉
丹
の
込
み
入
っ
た
表
𧰼
に
導
か
れ
る
よ

り
も
、
禅
語
を
用
い
る
こ
と
で
、
內
丹
法
の
究
極
的
な
悟
境
を
直

截
に
示
す
效
果
を
狙
っ
て
い
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
內
丹
法
を

彩
る
比
喩
や
𧰼
徴
を
離
れ
て
、
よ
り
直
感
的
な
悟
境
へ
と
讀
者
＝

修
行
者
の
視
點
を
向
け
る
た
め
の
用
語
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

な
お
、「
身
心
」
の
合
一
の
說
朙
は
、
常
に
「
身
心
一
如
」
で
表

現
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、「
身
心
會
合
」
の
よ
う
な
別
の
表
現

に
よ
っ
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る（

（2
（

。
た
だ
、
所
々
に
印
𧰼
的
な

禪
語
を
織
り
込
ん
で
解
說
す
る
こ
と
で
、
類
似
の
表
現
に
つ
い
て

も
煉
丹
の
難
解
さ
を
離
れ
た
直
感
的
な
悟
り
へ
の
促
し
が
含
意
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
も
の
と
推
測
す
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、（
三

―
一
）（
三
―
二
）
で
論
じ
た
、
內
丹
を
簡
易
な
も
の
と
し
て
示
そ
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う
と
す
る
意
圖
と
も
响
き
合
う
所
が
あ
る
。
讀
者
＝
修
行
者
に
向

け
て
、
直
感
的
に
把
握
し
易
い
も
の
と
し
て
內
丹
の
悟
境
を
提
示

し
、
難
解
な
印
𧰼
を
取
り
除
く
こ
と
が
、「
身
心
一
如
」
と
い
う

語
句
を
導
入
す
る
理
由
の
ひ
と
つ
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（
四
）�『
參
同
契
闡
幽
』・『
悟
眞
篇
闡
幽
』
は�

龒
門
派
の
著
作
か
？�

―
―
『
邱
祖
語
録
』
と
の
關
係

本
節
で
は
、『
參
同
契
闡
幽
』・『
悟
眞
篇
闡
幽
』
二
書
の
『
邱

祖
語
録
』
に
對
す
る
關
係
に
つ
い
て
觸
れ
て
お
き
た
い
。『
邱
祖

語
録
』
は
十
九
世
紀
歬
半
傅
金
銓
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
た
『
濟
一

子
衜
書
十
七
種
』
所
收
『
邱
祖
全
書
』
に
收
め
ら
れ
て
い
る（

（3
（

。
本

書
に
附
せ
ら
れ
た
潘
靜
觀
後
序
に
よ
る
と
、
こ
の
語
録
は
、
丘
處

機
（
長
春 

一
一
四
八
～
一
二
二
七
）
の
語
録
と
さ
れ
、「
其
の
徒
之

を
珍
藏
し
、
但
だ
高
足
に
傳
は
る
の
み
、
人
閒
に
落
ち
る
こ
と
勿

し
。
是
を
以
て
世
人
罕
に
聞
き
罕
に
見
る
」（「
語
録
後
序
」『
邱
祖

全
書
』
十
六
葉
裏
）
と
い
う
。
後
序
に
よ
る
と
、
本
書
は
、「
龍
門

嫡
嗣
碧
虚
張
祖
」
す
な
わ
ち
張
碧
虚
が
そ
の
師
か
ら
得
て
、
そ
れ

を
手
づ
か
ら
雲
陽
老
師
す
な
わ
ち
朱
元
育
に
授
け
た
も
の
と
さ
れ

る
。
後
序
の
記
述
か
ら
、
本
書
が
丁
未
の
年
、
す
な
わ
ち
康
熙
六

（
一
六
六
七
）
年
に
潘
靜
觀
へ
と
授
け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

潘
靜
觀
と
と
も
に
『
太
乙
金
華
宗
旨
』
の
出
版
に
も
關
わ
っ
た
莊

惺
菴
が
こ
の
語
録
を
讀
み
、
そ
の
出
版
を
願
い
、
朱
元
育
が
そ
れ

を
許
可
し
た
と
い
う（

（3
（

。
そ
の
內
容
が
丘
處
機
の
も
の
で
は
あ
り
得

な
い
こ
と
は
、
拙
論
（
森
：
一
九
九
八
年
ａ
）
に
よ
っ
て
論
じ
た

所
で
あ
る（

（3
（

。
そ
の
正
確
な
成
書
年
代
は
未
詳
で
あ
る
。
張
碧
虚
に

つ
い
て
は
、
名
歬
以
外
何
も
分
か
ら
ず
、
該
書
の
原
本
が
果
た
し

て
本
當
に
朱
元
育
が
張
碧
虚
か
ら
得
た
物
で
あ
る
か
ど
う
か
も
不

朙
で
あ
る
。
朱
元
育
や
潘
靜
觀
た
ち
が
自
分
た
ち
の
龍
門
派
と
し

て
の
正
統
性
を
强
調
す
る
た
め
に
、
入
手
も
し
く
は
創
作
し
た
可

能
性
が
高
い
と
筆
者
は
推
測
す
る
。

『
邱
祖
語
録
』
は
小
品
で
、
序
も
含
め
て
十
二
葉
ほ
ど
の
書
で

あ
る
。
丘
長
春
に
假
託
さ
れ
た
そ
の
內
容
を
掻
い
摘
ま
ん
で
紹
介

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
言
え
よ
う
。
こ
の
語
録
で
は
、「
元
神
」・

「
性
」・「
心
」
が
貴
ぶ
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
そ
れ
ら
全
て
に
對
立

し
て
問
題
の
根
源
と
み
な
さ
れ
る
の
が
「
形
」
す
な
わ
ち
身
體
で
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あ
る
。
例
え
ば
、「
衜
は
天
地
を
涵
ほ
し
、
神
は
百
形
を
統
ぶ
。

生
滅
す
る
者
は
形
な
り
、
生
滅
す
る
こ
と
無
き
者
は
神
な
り
、
性

な
り
」（
五
葉
裏
）
と
述
べ
、「
形
兦
び
て
心
存
す
る
者
有
り
、
古

來
の
三
敎
垩
賢
、
是
れ
な
り
」（
六
葉
表
）、
な
ど
と
云
う
。「
形
」

は
兦
び
、「
神
」
や
「
性
」、
そ
し
て
「
心
」
が
存
す
る
こ
と
が
重

要
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、「
心
」
を
「
眞
」
に
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、「
心
」
は
「
空
」
と
な
り
、「
見
性
」
で
き
る
と
す
る
。

す
な
わ
ち
「
初
心
眞
切
に
し
て
、
之
を
久
し
く
す
れ
ば
心
は
空
た

り
、
心
空
た
れ
ば
性
見
は
れ
て
大
事
完
は
る
」（
六
葉
裏
）
と
言

わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
專
ら
「
心
」
を
修
め
る
こ
と
で
「
見
性
」

す
べ
き
こ
と
が
强
調
さ
れ
る
。「
性
學
」
の
强
調
は
次
の
よ
う
な

表
現
を
取
る
こ
と
も
あ
る
。

⑬
〔
長
春
〕
師
、
衆
に
示
し
て
曰
く
、「
吾
が
宗
は
、
歬
三

節
は
皆
な
有
爲
の
工
夫
、
命
功
な
り
。
後
（
六
）〔
七
〕
節

は
乃
ち
無
爲
の
妙
衜
、
性
學
な
り
。
三
分
の
命
功
、
七
分
の

性
學
。
已
後
は
只
だ
性
學
を
稱
せ
よ
。
命
功
を
稱
す
る
を
得

ざ
れ
」
と
。（
七
葉
裏
）

こ
の
よ
う
に
、『
邱
祖
語
録
』
の
中
で
、「
邱
祖
」
は
性
命
雙
修
に

優
劣
を
設
け
、
飽
く
ま
で
も
「
心
」
に
基
づ
く
「
性
學
」
の
修
行

こ
そ
が
正
し
い
と
い
う
主
張
を
展
開
す
る
。
こ
こ
に
は
、「
身
」

と
「
心
」
と
を
合
一
さ
せ
る
と
い
う
朱
元
育
の
好
む
修
辭
が
介
在

す
る
余
地
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。

こ
の
よ
う
な
「
性
學
」
の
實
踐
に
お
い
て
特
に
强
調
さ
れ
る
の

が
「
回
光
」
法
で
あ
る
。「
元
神
」
が
宿
る
目
の
光
を
內
に
向
け
、

「
元
神
」
の
耗
散
を
防
ぐ
術
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
以
歬
拙

論
（
森
：
一
九
九
八
ａ
）
で
論
じ
た
の
で
再
說
は
控
え
る（

（3
（

。
今
確

認
し
た
い
の
は
、『
邱
祖
語
録
』
で
は
、「
回
光
」
は
龍
門
派
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
関
わ
る
重
要
な
法
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

⑭
或
る
ひ
と
問
て
曰
く
、「
回
光
と
金
丹
の
工
夫
と
、
是
れ

一
な
る
か
是
れ
二
な
る
か
」
と
。
師
曰
く
、「
回
光
は
金
丹

に
止
ま
ら
ず
、
即
ち
宗
門
の
眞
訣
な
り
。
擵
頂
な
る
者
此
れ

な
り
。
受
記
な
る
者
、
此
れ
な
り
…
」。（
十
葉
表
～
裏
）
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こ
の
よ
う
に
述
べ
て
、「
邱
祖
」
は
、「
回
光
」
法
を
「
金
丹
」
よ

り
も
優
れ
た
も
の
と
し
た
上
で
、
そ
れ
が
「
宗
門
の
眞
訣
」
で
あ

る
と
斷
言
す
る
。
朙
末
・
伍
守
陽
（
一
五
七
四
～
一
六
四
三
）
以
降
、

一
部
の
「
龍
門
派
」
を
名
乘
る
師
弟
た
ち
が
、
丘
處
機
以
來
自
分

た
ち
の
龍
門
派
に
だ
け
傳
え
ら
れ
る
特
別
な
傳
授
が
あ
る
こ
と
を

强
調
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
る
が
、
朱
元
育
の
龍
門
派
で
は
『
邱
祖

語
録
』
と
そ
こ
に
載
せ
ら
れ
た
「
回
光
」
法
が
、
彼
等
の
龍
門
派

門
徒
と
し
て
の
正
統
性
を
確
認
す
る
手
段
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

『
參
同
契
闡
幽
』
と
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
文
中
に
は
、
朱
元
育
が

『
參
同
契
闡
幽
』
序
で
「
龍
門
派
下
弟
子
」（
虚
一
：
三
葉
裏
）
を

名
乘
る
以
外
、「
龍
門
派
」
は
一
言
も
觸
れ
ら
れ
な
い
。
ま
た
、

（
二
―
四
）
で
指
摘
し
た
通
り
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
か
ら
の
引
用
⑦

と
『
參
同
契
闡
幽
』
か
ら
の
引
用
⑧
に
は
、
技
法
と
し
て
は
「
回

光
」
に
類
似
す
る
と
思
わ
れ
る
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
こ

で
は
そ
の
技
法
が
龍
門
派
に
傳
承
さ
れ
た
法
を
踏
ま
え
る
も
の
で

あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
な
記
述
は
微
塵
も
な
い
。
両
書
の
內

容
は
、
龍
門
派
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
少
な
く
と
も
意
識

的
に
結
び
つ
け
ら
れ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ

る
。『
邱
祖
語
録
』
を
出
版
・
公
開
す
る
こ
と
で
、
朱
元
育
と
潘

靜
觀
は
、『
参
同
契
闡
幽
』
と
『
悟
真
篇
闡
幽
』
を
編
纂
す
る
時

と
は
全
く
異
な
る
関
心
を
露
呈
し
て
い
る
。『
参
同
契
闡
幽
』
と

『
悟
真
篇
闡
幽
』
が
龍
門
派
の
表
𧰼
を
持
た
ず
、
あ
く
ま
で
內
丹

法
の
構
造
を
朙
ら
か
に
す
る
こ
と
に
関
心
を
向
け
る
著
作
で
あ
る

の
に
対
し
て
、『
邱
祖
語
録
』
で
は
修
羪
法
と
系
譜
を
結
合
す
る

意
識
が
歬
面
に
出
る
の
で
あ
る（

（3
（

。

（
五
）�『
悟
眞
篇
闡
幽
』
と
『
參
同
契
闡
幽
』
及
び

『
邱
祖
語
録
』
の
先
後
關
係

㝡
後
に
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
と
『
參
同
契
闡
幽
』
及
び
『
邱
祖

語
録
』
の
成
書
の
先
後
關
係
に
つ
い
て
、
推
測
で
き
る
點
を
述
べ

て
お
き
た
い
。
拙
論
（
森
：
二
〇
二
一
、
第
二
節
「『
周
易
參
同
契
』

の
成
書
」）
で
も
ま
と
め
た
通
り
、『
參
同
契
闡
幽
』
の
成
書
過
程

に
つ
い
て
は
、
そ
の
冐
頭
に
附
さ
れ
た
朱
元
育
序
に
よ
っ
て
あ
る

程
度
跡
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
序
に
よ
れ
ば
、
朱
元
育
が
弟
子

の
潘
靜
觀
と
と
も
に
『
參
同
契
闡
幽
』
の
草
稿
を
完
成
さ
せ
た
の

は
順
治
十
四
（
一
六
五
七
）
年
歬
後
で
あ
る
。
そ
の
後
、
校
訂
を
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加
え
て
、
丁
未
の
年
（
康
熙
六
年
、
一
六
六
七
年
）
に
弟
子
逹
か

ら
出
版
を
求
め
る
聲
が
上
が
り
、
二
年
後
の
康
熙
己
酉
（
康
熙
八
、

一
六
六
九
）
年
に
朱
元
育
序
が
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
お
お
よ

そ
の
『
參
同
契
闡
幽
』
の
出
版
年
で
あ
ろ
う
。『
參
同
契
闡
幽
』

序
に
は
、
該
書
の
成
立
が
段
階
的
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
比

較
的
詳
し
い
描
寫
が
あ
る
が
、
そ
の
中
に
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
編

集
の
事
は
全
く
觸
れ
ら
れ
な
い
。

他
方
、
以
歬
筆
者
が
『
邱
祖
語
録
』
を
論
じ
た
際
に
述
べ
た
よ

う
に
（
森
：
一
九
九
八
ａ
）、『
邱
祖
語
録
』
に
附
さ
れ
た
潘
靜
觀

の
序
文
に
は
、「
丁
未
」
の
歲
に
、
朱
元
育
が
潘
靜
觀
に
そ
の
原

本
を
突
然
示
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
常
州
の
朱
元
育
・

潘
靜
觀
等
の
集
う
修
行
＝
出
版
サ
ー
ク
ル
で
は
、
康
熙
六
年
頃
に

積
極
的
に
世
閒
に
対
し
て
自
分
た
ち
の
修
行
法
を
顕
示
す
る
動
き

が
强
ま
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、『
邱
祖
語
録
』
の
出

版
年
に
つ
い
て
は
朙
確
で
信
賴
で
き
る
記
載
が
な
い
。

問
題
は
、
こ
の
よ
う
な
朱
元
育
・
潘
靜
觀
に
よ
る
ほ
か
の
出
版

物
と
の
閒
で
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
相
對
的
な
成
書
時
期
を
定
め

得
る
か
ど
う
か
で
あ
る
。
ま
ず
、
康
熙
八
年
に
書
か
れ
た
『
參
同

契
闡
幽
』
の
序
が
あ
る
程
度
詳
し
く
、
朱
元
育
と
潘
靜
觀
の
動
向

に
つ
い
て
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
そ
こ
に
『
悟
眞
篇

闡
幽
』
の
記
述
が
全
く
無
い
と
い
う
事
實
は
、
康
熙
八
年
の
段
階

で
は
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
は
出
版
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示

唆
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

『
悟
眞
篇
闡
幽
』
と
『
邱
祖
語
録
』
と
の
關
係
は
、
雙
方
に
刊

行
年
代
に
關
し
て
信
賴
で
き
る
記
録
が
な
い
た
め
、
不
朙
と
い
う

の
が
㝡
も
安
全
な
言
い
方
に
な
る
。
し
か
し
、
上
で
引
い
た
通
り
、

『
邱
祖
語
録
』
に
お
い
て
「
已
後
只
稱
性
學
、
不
得
稱
命
功
」
と
記

さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、『
邱
祖
語
録
』
を
世
閒
に
公
開
し
た
後

に
、
修
命
に
十
分
な
重
き
を
置
く
『
參
同
契
闡
幽
』
や
『
悟
眞
篇

闡
幽
』
の
よ
う
な
內
丹
書
を
出
版
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。『
參
同
契
闡
幽
』
と
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
出
版
と

『
邱
祖
語
録
』
の
出
版
の
閒
に
、
朱
元
育
と
潘
靜
觀
の
內
丹
修
羪

サ
ー
ク
ル
に
は
修
行
方
針
に
關
す
る
新
た
な
課
題
も
し
く
は
變
更

が
發
生
し
た
よ
う
で
あ
る
。
假
に
そ
の
よ
う
な
視
點
を
立
て
る
こ

と
が
可
能
で
あ
れ
ば
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
は
『
邱
祖
語
録
』
の
出
版

歬
に
上
梓
さ
れ
た
と
見
る
の
が
妥
當
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
確
實
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な
證據

に
乏
し
い
が
、
以
上
を
總
括
す
る
と
、
康
熙
八
年
に
『
參

同
契
闡
幽
』
が
出
版
さ
れ
た
後
に
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
が
出
版
さ
れ
、

そ
の
後
に
『
邱
祖
語
録
』
が
出
版
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る（

（3
（

。

（
六
）
結
論

本
稿
の
結
論
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。『
悟
眞
篇
闡
幽
』
と

『
參
同
契
闡
幽
』
の
二
書
に
つ
い
て
、
朱
元
育
と
潘
靜
觀
は
基
本

的
に
全
く
同
じ
內
丹
法
を
基
盤
と
し
て
そ
の
解
說
を
行
っ
て
い
る

こ
と
が
朙
ら
か
に
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
よ
う
な
共
通

の
內
丹
法
に
關
し
て
、『
悟
眞
篇
闡
幽
』
は
『
參
同
契
闡
幽
』
と

は
異
な
る
獨
自
の
觀點

や
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
加
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、

內
丹
法
を
よ
り
簡
易
な
法
と
し
て
示
そ
う
と
い
う
傾
向
と
し
て
總

括
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ま
た
『
悟
眞
篇
』
そ
の
も
の
に
內

在
す
る
傾
向
で
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
は
更
に
、
朱
元
育
と
潘
靜
觀

が
刊
行
し
た
『
邱
祖
語
録
』
の
內
容
を
參
照
す
る
こ
と
で
、『
悟

眞
篇
闡
幽
』
と
『
參
同
契
闡
幽
』
の
二
書
が
、
彼
等
に
お
い
て
は

龍
門
派
で
排
他
的
に
傳
授
さ
れ
る
法
を
述
べ
た
も
の
と
し
て
は
意

識
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
を
考
察
し
た
。
㝡
後
に
、

朱
元
育
と
潘
靜
觀
が
關
與
し
た
三
書
の
刊
行
順
序
は
、『
參
同
契

闡
幽
』
→
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
→
『
邱
祖
語
録
』
の
順
と
推
測
で
き

る
こ
と
を
述
べ
た
。

參
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學
）
で
配
布
さ
れ
た
講
演
稿
日
本
語
版
。

劉
固
盛
『
全
眞
衜
老
學
研
究
』
香
港
：
靑
松
出
版
社
、
二
〇
一
〇
年
。



朱
元
育
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法

四
八

松
下
衜
信
『
宋
金
元
衜
敎
內
丹
思
想
研
究
』
汲
古
書
院
、
二
〇
一
九
年
。

森
由
利
亞
「『
邱
祖
語
録
』
に
つ
い
て
：
朙
末
淸
初
の
全
眞
敎
龍
門
派

の
系
譜
觀
に
關
す
る
補
足
的
考
察
」
山
田
利
朙
、
田
中
文
雄
編

『
衜
敎
の
歴
史
と
文
化
』
東
京
：
雄
山
閣
出
版
社
、
一
九
九
八
年
ａ
。

―
―
―
―
「『
太
乙
金
華
宗
旨
』
の
成
立
と
變
迁
：
諸
版
本
の
序
・
註
の

記
述
を
手
掛
か
り
に
」『
東
洋
の
思
想
と
宗
敎
』
一
五
、
一
九
九

八
年
三
⺼
ｂ
。

―
―
―
―
「『
衜
藏
輯
要
』
と
蔣
予
蒲
の
呂
祖
扶
乩
信
仰
」『
東
方
宗
敎
』

九
八
、
二
〇
〇
一
年
一
一
⺼
。

―
―
―
―
「
全
眞
敎
の
繼
承
と
正
統
性
の
再
發
見
―
―
朙
末
か
ら
衜
光

年
閒
初
期
の
龍
門
派
門
徒
と
蔣
予
蒲
の
呂
祖
扶
乩
信
仰
を
中
心

に
」
早
稻
田
大
學
文
學
研
究
科
、
二
〇
二
〇
年
三
⺼
。

―
―
―
―
「
朱
元
育
『
參
同
契
闡
幽
』
の
內
丹
法
に
つ
い
て
」『
東
方
宗

敎
』
一
三
七
、
二
〇
二
一
年
十
一
⺼
。

長
澤
（
石
田
）
志
穗
「
淸
代
中
國
に
お
け
る
瞑
想
の
展
開
―
―
『
太
乙

金
華
宗
旨
』
の
內
丹
思
想
」
南
山
大
學
二
〇
一
一
年
一
〇
⺼
。

趙
衞
東
「『
邱
祖
語
録
』
與
丘
處
機
關
係
新
考
―
―
兼
與
森
由
利
亞
先

生
商
榷
」『
弘
衜
』
第
五
八
期
二
〇
一
四
年
三
⺼
。

註（
1
）　

潘
易
菴
は
、
陽
朙
学
者
の
李
顒
（
号
、
二
曲
一
六
二
七
〜
一

七
〇
五
）
と
交
流
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
『
太
乙

金
華
宗
旨
』
を
編
纂
し
た
常
州
の
呂
祖
乩
壇
白
龍
精
舍
の
中
核
的

構
成
員
。
劉
固
盛
：
二
〇
一
〇
、
長
澤
：
二
〇
一
一
、
黎
志
添
：

二
〇
一
六
参
照
。

（
2
）　

輯
要
本
で
は
各
巻
冐
頭
に
は
す
べ
て
「
雲
陽
衜
人
朱
元
育
闡

幽
」
と
記
さ
れ
、
朱
元
育
た
だ
一
人
が
そ
の
撰
者
と
し
て
示
さ
れ

て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
刊
行
年
未
詳
の
精
華
本
で
は
、
各
巻
の
冐

頭
に
は
五
行
を
割
い
て
編
者
の
名
が
記
さ
れ
、
そ
の
中
央
の
行

（
つ
ま
り
三
行
目
）
に
「
北
宗
雲
陽
衜
人
朱
元
育
口
授
弟
子
潘
靜

觀
述
」
と
あ
り
、
他
の
行
に
は
、
そ
の
「
潘
靜
觀
述
」
と
同
じ
高

さ
の
位
置
に
、
一
行
目
に
は
「
許
靜
篤
校
」、
二
行
目
に
は
「
卜

靜
淵
」、
四
行
目
に
は
「
劉
靜
源
」、
五
行
目
に
は
「
荘
騫
梓
」
と

あ
る
。
こ
の
よ
う
な
記
載
は
、『
悟
真
篇
闡
幽
』
も
『
参
同
契
闡

幽
』
と
同
様
、
朱
元
育
を
潘
靜
觀
が
積
極
的
に
支
援
す
る
形
で
刊

行
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。

（
3
）　

秋
岡
：
二
〇
一
二
参
照
。

（
4
）　

森
：
二
〇
〇
一
、
四
八
頁
参
照
。

（
5
）　

森
：
二
〇
二
一
で
は
狹
義
の
小
周
天
も
二
時
閒
に
含
ま
れ
る

も
の
と
し
て
記
し
て
い
た
。
い
ま
訂
正
す
る
。

（
6
）　

森
：
二
〇
二
一
、
七
〇
～
七
一
頁
参
照
。

（
7
）　

こ
の
く
だ
り
は
拙
論
で
も
引
用
し
た
。
森
由
利
亜
：
二
〇
二

一
、
五
十
四
頁
参
照
。

（
8
）　

同
様
の
主
旨
は
、『
悟
真
篇
』
巻
中
所
収
「
夢
謁
西
華
到
九
天

～
」
詩
の
朱
註
で
も
說
か
れ
る
。
奎
三
：
三
十
三
葉
表
～
裏
。

（
9
）　
『
参
同
契
闡
幽
』
の
こ
の
箇
所
に
つ
い
て
は
、
森
：
二
〇
二
一
、



朱
元
育
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法

四
九

五
七
頁
参
照
。

（
10
）　
『
悟
真
篇
闡
幽
』
に
お
け
る
「
坎
離
交
姤
」
の
使
用
箇
所
は
、

奎
三
：
二
十
八
葉
裏
。「
坎
離
交
會
」
の
使
用
箇
所
は
、
奎
三
：

七
十
三
葉
表
。「
坎
離
交
」
で
表
す
箇
所
は
、
奎
三
：
九
葉
表
、

同
：
十
一
葉
表
、
同
：
十
五
裏
、
同
：
六
十
三
葉
表
、
同
：
七
十

六
葉
裏
。「
乾
坤
交
姤
」
の
使
用
箇
所
は
、
奎
三
：
十
四
葉
裏
、

同
：
五
十
八
葉
裏
、
同
：
六
十
葉
表
、
同
：
七
十
七
葉
表
、
同
：

七
十
七
葉
裏
。「
乾
坤
交
」
の
三
文
字
で
表
現
す
る
箇
所
は
、
奎

三
：
十
四
葉
裏
、
同
：
十
五
葉
裏
、
同
：
五
十
九
葉
表
、
六
十
三

葉
表
。

（
11
）　

秋
岡
：
二
〇
一
二
、
六
四
～
六
五
頁
参
照
。

（
12
）　
『
悟
真
篇
』
張
伯
端
原
序
の
語
。

（
13
）　

例
え
ば
、『
悟
真
篇
闡
幽
』
巻
中
、
七
言
絕
句
「
長
男
乍
飮
西

方
酒
～
」
詩
註
「
丹
衜
以
水
火
爲體

、
金
木
爲
用
。
震
是
長
男
、

即
離
中
木
液
也
、
龍
也
、
汞
也
。
兌
爲
少
女
即
坎
中
金
精
也
、
虝

也
、
鉛
也
」（
奎
三
、
四
十
五
葉
表
）
参
照
。

（
14
）　
「
汞
」。
後
天
の
心
を
表
す
。

（
15
）　
「
瞻
」
字
は
、『
周
易
参
同
契
』
諸
本
に
よ
っ
て
若
し
く
は
「
贍
」

（
彭
暁
『
周
易
參
同
契
鼎
器
歌
朙
鏡
圖
』、
俞
琰
『
周
易
參
同
契
發

揮
』［
Ｓ
Ｎ
一
〇
〇
五
］）
若
し
く
は
「
膽
」（『
周
易
参
同
契
考

異
』）
に
作
る
な
ど
、
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
。
し
か
し
、
朱
元
育
は

こ
れ
を
「
瞻
」
に
定
め
、「
視
」
の
意
に
解
釈
し
て
い
る
。

（
16
）　
「
温
羪
」
が
行
わ
れ
る
場
所
に
つ
い
て
、
⑦
で
は
、「
黄
庭
」

と
指
定
さ
れ
る
の
み
で
朙
確
で
あ
る
が
、
⑧
で
は
、「
黄
庭
」
に

お
け
る
「
大
薬
」
の
あ
り
よ
う
を
「
狀
若
赤
子
安
處
黃
庭
之
中
」

と
表
現
す
る
一
方
で
、「
赤
子
安
處
、
鼎
中
環
匝
關
閉
」
と
も
述

べ
、
そ
こ
が
「
鼎
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
か
の
よ
う
な
表
現
を
与
え

る
。
分
か
り
に
く
い
部
分
で
あ
る
が
、
筆
者
と
し
て
は
、
こ
れ
は

表
面
的
な
表
現
上
の
ぶ
れ
に
過
ぎ
ず
、
⑧
に
お
い
て
も
小
周
天
の

「
温
羪
」
の
場
は
一
貫
し
て
「
黄
庭
」
と
さ
れ
て
い
る
と
見
て
誤

り
は
な
い
も
の
と
見
た
い
。

（
17
）　
「
乾
坤
交
姤
罷
、
一
點
落
黃
庭
、
大
藥
始
入
鼎
而
凝
結
矣
」
に

は
解
り
に
く
い
点
が
あ
る
。
常
識
的
に
読
め
ば
、
こ
の
文
に
お
い

て
「
黄
庭
」
は
「
鼎
」
と
表
現
し
直
さ
れ
て
、「
大
薬
」
は
こ
の

「
鼎
」
す
な
わ
ち
「
黄
庭
」
で
凝
結
す
る
、
と
解
し
得
る
。
し
か

し
、
朱
註
を
見
る
と
、
大
周
天
法
に
お
け
る
「
鼎
」
は
、
徃
々
に

し
て
「
天
谷
」
す
な
わ
ち
「
崑
崙
」・
頭
頂
を
表
す
よ
う
で
あ
る
。

そ
れ
に
拠
っ
て
解
釈
す
る
な
ら
、
こ
こ
で
は
「
乾
」
と
「
坤
」
と

が
交
わ
っ
た
後
、
そ
れ
に
よ
っ
て
出
来
る
「
大
藥
」
は
「
黄
庭
」

に
収
ま
る
が
、
そ
の
「
大
藥
」
は
そ
れ
に
先
だ
っ
て
頭
頂
の
「
鼎
」

に
入
っ
た
時
点
で
凝
結
す
る
、
と
解
釈
で
き
る
。
い
ま
の
と
こ
ろ
、

筆
者
は
後
者
の
解
釈
を
採
り
た
い
。

（
18
）　

同
様
の
工
程
は
、『
悟
真
篇
闡
幽
』
巻
上
、
七
言
四
韻
の
第
十

一
首
「
虝
躍
龍
騰
風
浪
粗
〜
」
や
、
巻
中
、
七
言
絕
句
「
雪
山
一

味
好
醍
醐
〜
」
へ
の
註
に
も
表
現
さ
れ
る
。

（
19
）　

例
え
ば
、『
參
同
契
闡
幽
』「
性
情
交
會
章
第
二
十
四
」
朱
註



朱
元
育
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法

五
〇

に
「
此
節
言
拘
制
兩
物
會
中
宮
、
而
產
眞
種
也
。
坎
中
之
金
華
旣

升
、
離
中
之
流
珠
卽
降
、
兩
弦
之
炁
、
相
交
只
在
一
時
」（
虚

二
：
四
十
葉
表
）
と
言
う
。

（
20
）　
［
輯
要
本
］『
仙
佛
合
宗
語
録
』「
七
日
天
心
陽
復
來
」
註
「
百

日
關
初
下
工
時
、
只
有
微
小
陽
炁
來
復
、
及
百
日
之
工
用
足
、
則

築
基
已
成
」（
畢
一
：
十
七
葉
表
）。

（
21
）　
『
參
同
契
闡
幽
』「
性
命
歸
元
章
第
二
十
」「
温
羪
旣
足
、
至
于

十
⺼
胎
完
、
赤
子
從
坤
爐
中
、
懼
然
而
出
、
上
升
乾
鼎
」（
虚

二
：
二
十
九
葉
表
）。

（
22
）　
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
卷
上
「
赫
赫
金
丹
一
日
成
～
」
句
註
「
奈
世

人
不
知
大
衜
之
簡
易
、
又
爲
丹
經
中
三
年
九
載
之
說
所
惑
、
尙
然

疑
根
未
淨
、
妄
起
下
劣
之
見
、
躭
誤
一
生
」（
奎
三
：
四
十
七
葉

裏
）。

（
23
）　
「
攢
簇
」
に
つ
い
て
は
次
の
一
節
が
參
照
さ
れ
る
。「
簇
年
歸

⺼
、
簇
⺼
歸
日
、
簇
日
歸
時
。
只
在
一
時
動
靜
中
、
自
分
昏
曉
而

已
。
故
總收

之
曰
、『
鍊藥

須
知
昏
曉
』。
絕
句
中
『
一
時
辰
內
管

丹
成
』
卽
此
意
也
。
孰
知
一
時
又
簇
在
一
刻
哉
。
又
孰
知
時
本
無

時
、
刻
本
無
刻
哉
。
噫
、
此
眞
火
本
無
候
至
妙
、
至
妙
之
機
關

也
」（
奎
三
：
七
十
九
葉
裏
）。
㝡
終
的
に
は
、「
無
候
」
の
至
妙

が
說
か
れ
て
い
る
。

（
24
）　

秋
岡
：
二
〇
一
二
、
六
十
八
頁
。

（
25
）　
「
補
採
」
や
「
焼
煉
」
を
言
う
。
奎
三
：
六
十
二
葉
裏
参
照
。

（
26
）　

奎
三
：
四
十
二
葉
表
、
六
十
六
葉
表
、
同
葉
裏
、
八
十
一
葉

裏
、
八
十
五
葉
表
、
八
十
八
葉
裏
〜
八
十
九
葉
表
。
な
お
、「
身

心
」
の
用
例
は
、『
悟
真
篇
闡
幽
』
は
五
十
四
箇
所
で
あ
り
、『
参

同
契
闡
幽
』
の
二
十
二
箇
所
の
倍
以
上
と
な
る
。

（
27
）　
「
師
曰
、
我
之
佛
性
、
身
心
一
如
、
身
外
無
餘
、
所
以
全
不
生

滅
。
南
方
佛
性
、
身
是
無
常
、
心
性
是
常
、
所
以
半
生
滅
、
半
不

生
滅
也
」。
靜
・
筠
二
禪
德
編
著
『
祖
堂
集
』（
禪
學
叢
書
之
四
、

柳
田
垩
山
主
編
、
京
都
：
中
文
出
版
社
、
一
九
七
二
年
）、
六
四

頁
、
一‒

一
二
七
參
照
。

（
28
）　

福
井
：
一
九
八
七
、
吾
妻
：
一
九
八
八
参
照
。

（
29
）　
『
悟
真
篇
闡
幽
』
巻
一
、
奎
三
：
五
葉
表
、
及
び
四
十
二
葉
表
。

こ
れ
は
『
悟
真
篇
闡
幽
』
に
の
み
二
回
見
え
る
表
現
。

（
30
）　

本
稿
で
は
、『
蔵
外
衜
書
』
第
十
一
册
所
収
『
邱
祖
全
書
』

（
二
八
二
～
三
〇
一
頁
）
を
用
い
る
。

（
31
）　

荘
惺
菴
及
び
『
太
乙
金
華
宗
旨
』
の
出
版
に
つ
い
て
は
、

森
：
一
九
九
八
、
長
澤
（
石
田
）：
二
〇
一
一
、Esposito: 

二
〇

一
三
ａ
、
黎
：
二
〇
一
六
等
参
照
。

（
32
）　

そ
れ
を
丘
処
機
自
身
の
思
想
を
述
べ
た
も
の
で
は
な
い
と
す

る
筆
者
の
所
論
に
つ
い
て
は
、
趙
衛
東
氏
に
よ
る
批
判
が
あ
る
。

趙
：
二
〇
一
四
参
照
。
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
筆
者
は
そ
の
丘
処

機
の
思
想
で
あ
る
こ
と
を
疑
う
自
說
を
改
め
る
必
要
を
感
じ
て
い

な
い
。
森
：
二
〇
二
〇
、
第
四
章
参
照
。
又
、
後
序
末
尾
の
記
年

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
森
：
一
九
九
八
を
參
照
。
こ
こ
で
は
再
說

し
な
い
。



朱
元
育
『
悟
眞
篇
闡
幽
』
の
內
丹
法

五
一

（
33
）　

回
光
法
に
つ
い
て
は
、
更
に
、
石
田
（
長
澤
）
志
穂
：
二
〇

〇
三
ａ
、
同
：
二
〇
〇
三
ｂ
、
長
澤
（
石
田
）
志
穗
：
二
〇
一
一

に
詳
し
い
。

（
34
）　

拙
論
（
森
：
二
〇
二
一
）
で
旣
に
述
べ
た
通
り
、
內
丹
法
の

修
行
経
験
の
中
に
丘
処
機
以
来
の
経
験
の
印
（「
景
」）
を
見
出
す

伍
守
陽
の
立
場
と
、『
悟
真
篇
闡
幽
』『
参
同
契
闡
幽
』
を
著
作
す

る
朱
元
育
の
立
場
は
こ
の
点
で
大
い
に
異
な
る
と
言
え
る
。

（
35
）　
『
邱
祖
語
録
』
の
出
版
は
、『
太
乙
金
華
宗
旨
』
の
刊
行
さ
れ

る
康
煕
三
十
一
（
一
六
九
二
）
年
ま
で
に
完
了
し
て
い
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
森
：
一
九
九
八
ｂ
参
照
。

執 

筆 

者 

紹 

介

椛
島
雅
弘	

�

大
阪
大
学
大
学
院
人
文
学
研
究
科
招
へ

い
研
究
員

森　

由
利
亜	

早
稲
田
大
学
敎
授

西
　

信
康	

三
重
大
学
人
文
学
部
特
任
准
敎
授

范
　

倩
彤	

�

大
阪
公
立
大
學
現
代
シ
ス
テ
ム
科
學硏


究
科
愽
士
後
期
課
程

松
下
衜
信	

皇
學
館
大
学
敎
授

奈
良
場　

勝	

暁
星
高
等
学
校
敎
諭

酒
井
規
史	

慶
應
義
塾
大
学
商
学
部
准
敎
授

横
手
　

裕	
�

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

敎
授

孔
　

詩	
�

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

愽
士
課
程
大
学
院
生

脇
山
　

豪	
�

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科

愽
士
課
程
大
学
院
生



— 13 —

Inner Alchemy Described in Zhu Yuanyu’s Wuzhenpian  
chanyou (Illuminating the Mystery of Awakening the Truth):  

In Comparison with Yu’s Cantongqi chanyou  
(Illuminating the Mystery of Concordance of the  

Three Accordance to the Book of Changes).
MORI Yuria

Zhu Yuanyu is an Inner Alchemist active in Changzhou, Jiangsu, in the middle 
to the latter half of Seventeen Century, who introduces himself as a disciple 
belonging to the Longmen pai, or the Dragon gate Lineage. The author of this 
article who previously analyzed the theory of the inner alchemy developed in Zhu 
Yuanyu’s Cantongqi chanyou (Illuminating the Mystery of Concordance of the 
Three Accordance to the Book of Changes) compares it to the theory developed in 
another Zhu’s work, Wuzhenpian chanyou (Illuminating the Mystery of Awakening 
the Truth). Through the comparison, it is clarified that both works are based on 
the same theory of inner alchemy sharing the same unique features. The author 
also deals with the relationship between the Inner alchemical theory found in 
these two books and the identity of Zhu Yuanyu as a Longmen disciple by means 
of comparing it to the content of Qiuzu yulu, or the Record of Words of Patriarch 
Qiu, As a result, the author disagrees with recognizing Cantongqi chanyou and 
Wuzhenpian chanyou as works intended to be written to represent the theory or 
tradition of Longmen pai. The inner alchemical theory expressed in these two 
works was NOT connected to the identity of Longmen lineage. This is very 
different from the characteristics of the inner alchemical books edited by Wu 
Shouyang and Wu Shouxu in late-Ming, who created their identity as Longmen 
disciple which was “discovered” in the experience of the practice of the inner 
alchemical technique transmitted through the lineage of the Longmen.




